本書の巧ぶ 


本書をお読みになる前に 

安全にお使いいただくための留意事項や、本書の表記について説明しています。必ずお 
読みください。 


第1章ご購入後の操作 

お買いホめいただいたパソコンを巧えるようにするための操作を説明しています。必ず 
本書の手順に従って操作してください。 


第2章快適にお使いいただくために 

コンピュータウイルスや、画面の設定方法などについて説明しています。 


第3章 リカバリとちインストール 

本 パソコンを ご購入時の状態に戻す「リカバリ」とソフトウエアの「再 インス トール」に 
ついて説明しています。 


第4章困ったときに 

おかしいなと思ったときや、わからないことがあったときの巧処方をについて説目月して 
います。 
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本書をお誘みになる前に 


本書の表記 


■ 本文中の記号 

本文中に記載されている記をには、次のような意ホがあります。 


記号 

意味 

唆 重要 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお 
読みください。 

P POINT , 

ハードウエアやソフトウ： n アを正しく動作させるために必要なことが書い 
てあります。必ずお読みください。 


参照ページや参照マニュアルを示しています。 


■ キーの表記と操作方法 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれてぃるすべての文字を記述するのではなく、説明 
に必要な文字を次のように記述してぃます。 

例： 【 Ctrl 】 キー、 【 Enter 】 キー、【一】キーなど 

また、複数のキーを同時に押す場合には、次のように「十」でつなぃで表記してぃます。 

例：にがい [ F 3] キー、 【 Shift 】 + 【 T 】 キーなど 

■ コマンド入力（キー入力） 

本文中では、コマンド入力を次のように表記してぃます。 

diskcopy a : a : 

T t 

• T の箇所のように文字間隔を空けて表記してぃる部分は、 【 Space 】 キーを1回押してくださ 

ぃ。 

• コマンド入力を英小文字で表記してぃますが、英大文字で入力してもかまぃません。 

• CD - ROM ドライブのドライブあを、 [ CD - ROM ドライブ]と表記してぃます。入力の際は、 
お使レ、の環境に合わせて、ドライブちを入力してくださぃ。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ setup . exe 


■ 画面例 

本書に記載されている画面は一例です。実際に表示されるウインドウやファイル名などとは異 
なる場合があります。ご了承ください。 









■ 連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「^」でつなげて記述しています。 

例：「スタート」ボタンをクリックし、「プログラム」をポイントし、「アクセサリ」をク 
リックする操作 
丄 

「スタート」ボタンー「プログラム J 一「アクセサリ J の順にクリックします。 

■ BIOS 七ットアップの表記 

本文中の BIOS 七ットアップの設定手順において、をメニューやサブメニューまたは項目を、 
「一 J レ、ィフン）でつなげて記述する場合があります。 

例：「メイン」メニューの「フロッピーディスク AJ の項目を唯用しない」に設定します。 

丄 

「メイン」一「フロッピーディスク AJ :巧用しない 

■フ□ッピーディスクドライブ、 CD-ROM ドライブ 

フロッピー ディスクドライブ、 CD-ROM ドライブが搭載されていないモデルの場合、をドラ 
ィブが必要な操作では、別売の周西機器を用意してください。巧用できる周辺機器について 
は、『システム構成図』をご覧ください。 

周辺機器の使用ホをについては周辺機器のマニュアルをご覧ください。 

■ お問い合わせ先/ URL 

本文中に記載されているお問い合わせ先や WWW の URL は2001年7月現在のものです。変 
更されている場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合せを 口」 へお問い合わせくださ 
い （•.►『修理 サービス網一覧表』参照)。 

■ 製品の呼びかた 

本書に記載されている製品名称を、次のように略して表記します。 


製品名称 

本書での表記 

Microsoft® Windows® Millennium Edition 

Windows Me 

Windows 

Microsoft® Windows® 98 operating system SECOND EDITION 

Windows 98 

Microsoft® Windows® 95 operating system 

Windows 95 

Microsoft® Windows® 2000 Professional 

Windows 2000 

Microsoft® Windows NT® Workstation Operating System Version 4.0 

Windows NT 

Microsoft® MS-DOS® operating system 

MS-DOS 

VirusScan Ver.4.5.0 with SPl 

VirusScan 

Adobe® Acrobat® Reader 4.05 

Acrobat Reader 

Phoenix® Portables Suite 

Portables Suite 

Intel® SpeedStep Technology Applet 

Intel SpeedStep 

ドライバーズ CD/ マニュアル CD 

ドライバーズ CD 

















■ 機種名表記 

本文中の機種名表記は、次のようになっています。機種名を確認してください。 


機種名 

本文中の表記 

FMV -6113 NA 9 /B 

[ NA ] 

本パソコン 
パソコン本体 

FMV -6000 NU/L 

FMV -6700 NU 9 /L 

FMV -675 NU 9 /L 

的の 

FMV -6750 M 民 9 /L 

[ MR ] 

FMV -6700 MF 9 /X 

FMV -660 MF 9 /X 

[ MF ] 


モデル 

本文中の表記 

モデム搭載 

モデム搭載モデル 

LAN 搭載 

LAN 搭載モデル 


Microsoft. Windows、MS、MS-DOS、Windows NT は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけるき 
録商標です。 

VirusScan は、米国 Network Associates 社及び関連会社の商標又はき録商標でず。 

Phoenix は、米国 Phoenix Technologies 社の登録商標です。 

Intel® SpeedStepTh Technology は、米国 Intel Corooration のホ国およびその他の国における登録商標です。 

その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。 

その他の各製品は、各社の著作物でず。 


All Rights Reserved, Copyright® 富 ± 通株式会社2001 

画面の使用に隙して米国 Microsoft Corporation の許諾を得ていまず。 




第 1 章 


ご購入後の操作 

お買い求めいただいたパソコンを使えるように 
するための操作を説明しています。必ず本書の 
手順に従って操作して〈ださい。 


1セットアップ . 8 

2プレインストール仕様の確認 . 14 








第 1 章ご購入後の操作 


1七ットアップ 


拐]めて電源を入れたあとに行う Windows の初期設定 （ Windows セットアップ）につ 
いて説明します。必ず、本書の手順に従って操作して〈ださい。 


Windows 七ット/ッノ 

次の「留意事項」をよくお読みになり、電源を入れて Windows セットアップを始めます。 

なお、内蔵ポインティングデバイスがない攝合には、あらかじめマウスを用意してください。 

■ 留意事項 

• Windows 七ットアップを行う前に、周辺機器を取り付けないでください（カスタムメイドオ 
プシヨンを除く）。 Windows 七ットアップを行う前に周辺機器を取り付けると 、 Windows 
七ットアップが正常に行われない場合があります。 

• Windows 七ットアップを行う前にメモリを増設しないでください。正しく七ットアップされ 
ないことがあります。 

• [ NA ] [ NU ] のワイヤレスマウス添付モデルは、内蔵ポインティングデバイスで Windows 
七ットアップを操作してください。 

• LAN 搭載モデルは、七ットアップが終了するまで、 LAN ケーブルを接続しないでください。 
LAN ケーブルを接続して七ットアップを行うと、エラーメッセージが表示される場合があ 
ります。 

•セットアップ中に 「 DHCP クライアントは IP アドレスを取得できませんでした。」または 
「 DHCP クライアントは IP アドレスのリース書き换えを行えませんでした。」というメッセー 
ジが表示されることがあります。この場合は「はい」をクリックし、セットアップを完了 
させてください。七ットアップ終了後、正しくネットワークを接続、設をしてください。 

■ 七ットアップ 

1 内蔵ポインティングデバイスがない場合、マウスを取り付けます （"►『ハー 
ドウ エア ガィド』 参照）。 

之 AC アダプタを接続し、本パソコンの電源を入れます （••►『ハードウ エアガィ 
ド』参照）。 

しばらくすると 、 「Windows NT Workstation セットアップ」ダイアログボックスが表示さ 
れ、セットアップが始まりまず。 

3 「次へ J をクリックします。 

「使用許諾契約」が表示されます。 

「巧用許諾契的」とは、本パソコンにあらかじめインストールされている Windows を{ま 
用するうえでの契約を記述したものです。 







1 セットアップ 


4 「使用許諾契約」をよく読み、「同意します」をクリックし、「次へ」をクリッ 
クします。 


P POINT 

► 「同意しません」をクリックし、「次へ」をクリックすると、「…巧用許諾契約に同意しない 
とおをしました。」と表示されます。「いいえ」をクリックすると「使用許諾契約」のダイ 
アログボックスに戻ります。「はい」をクリックすると「致命的な エラー」 ダイアログボッ 
クスが表示されるので 「0K」 をクリックして〈ださい。次に表示されるダイアログボック 
スで「閉じる」をクリックすると、本パソコンが巧起動します。 

「を前と，祖織を」のダイアログボックスが表示されます。 

5 「名前」と「組織名」を入力し、「次へ」をクリックします。 

組織夕は省略できます。 

コンピュータをを入力するダイアログボックスが表示されます。 

6 コンピユータ名を入力し、「次へ」をクリックします。 

「管巧をアカウント」ダイアログボックスが表示されます。 

7 「パスワード」と「パスワードのお語入力」にパスワードを入力し、「次へ」を 
クリックします。 

P POINT 

► パスワードでは大文字/小文字が区別されます。 

► 「パスワード J を入力して「巧へ J をクリックした場合、「戻る」をクリックして再びパス 
ワードの設を画面に戻ることはできません。 

「セットアップは終了しました。」と表示されます。 

8 「完了」をクリックします。 

本 パソコンが 再起動し、 「オペレーティングシステムの 選択」画面が表示されます。 

9 【 Enter 】 キーを巧します。 

しばらくすると、「ログオンの開始」ダイアログボックスが表示されます。 


10 [ Ctrl ] + [ Alt ] + [ Delete ] キーを巧します。 

「ログオン情報」ダイアログボックスが表示されます。 

11 手順7で入力したパスワードを入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

「ようこそ」ダイアログボックスが表示されます。 

12 「閉じる」をクリックします。 

13 「スタート」ボタンー「シャットダウン」の順にクリックします。 

「 Windows のシャットダウン」ダイアログボックスが表示されます。 

14 「コンピユータを巧起動する」をクリックし、「はい」をクリックします。 

本パソコンが再起動します。 
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15 ログオン後、デスクトップの「必ず実行してください」アイコンをダブルク 
リックします。 

「必ず実行してください」ダイアログボックスが表示されます。 

が重要 

► 「必ず実行して〈ださい」を行わないと、セットアップの最終設をが行われません。必ず手 
順どおりに実行してください。 

16 「 OKJ をクリックします。 

自動設定が行われ、本パソコンが再起動します。アイコンが消えたら、設定は終了です。 

が重要 

► 「キャンセル」をクリックすると、最終設定が巧われません。必ず 「 OK 」 をクリックして 
ください。 

► アイコンが消えるまで、キーボードやポインティングデバイスを操作しないでください。 

► Windows セットアップ時の、「必ず実行してください」を実行中、自動的に再起動された 
後にが下のメッセージが表示されることがあります。 

「ウィンドウステーションがシャットダウン中であるため、アプリケーションが初期化 
に失敗しました。」 

この場合は、 「 OK 」 をクリックし、「アプリケーションの終了」をクリックして、処理を続 
けてください。動作に問題はありません。 

これで、 Windows セットアップが完了しました。 

■七ットアップ後 

カスタムメイドオプションでアプリケーションを選択している場合は、『アプリケーション補 
足説明書』をご覧ください。 


ネットワークの設定 （ LAN 搭載モデル) 


LAN ケーブルを接続し、お使いの環境に合わせて設定を行ってください。また、ドライバー 
ズ CD 内の民 EADME . TXT もあわせてご覧ください。 

• [ NA ] ¥ Nt 40¥ 民 tl 8139¥ 民 EADME.TXT 

• [ NU ] [ MR ] [ MF ] ¥ Nt 40¥ Landrv ¥ 民 EADME.TXT 

P POINT 

► ネットワークの設をを行うときに 、 「Windows NT Works ね tion 4.0 Disci 」の CD - ROM を要 
求される場合があります。このときは，「参照」ボタンは押さずにファイル名のところに直 
接 rc :¥ support ¥ i 386 j と入力してください。 


本パソコンは DHCP を使用するように設定されています。このため、 DHCP サーバが存在しな 
い環境では、起動時に一部動作が遅くなったり、 「 DHCP クライアントは IP アドレスを取得で 
きませんでした」というメッセージがま示されることがあります。この現象を回避するために 
ネットワークの設定を変更する必要がある場合には、ネットワーク管理をにご相談ください。 




1 セットアップ 


スーパーディスクドライブユニットを A ドライブにする 

スーパーディスク ドライブ ュニッ トを A ドライブに設定する場合は、 BIOS 設をで、次の項目 
を設定してください （"►『/、 ードウエアガィド』参照)。 

•「メイン」一「フロッピーディスク AJ :巧用しない 

• 「詳細」一「その化の内蔵デバイス設定」 一 「フロッピーディスクコントローラ」：使用しない 
[ MF ] にスーパーディスクドライブを取り付ける場合は、 「スーパーディスクドライブ取り付 
け時の設を 〔 MF 〕」(••► P .92) をご覧になり設をしてください。 


ユーザー登録について 


本パソコンのユーザー登録は、勢社 Web サイト 「 FMWO 民 LD.NET 」 ( http :// www . fmworld . net /) 

上で行えます。 


ポータブル CD - ROM ドライブを使用するための設定 


■ リカバリ CD - ROM 起動ディスクの作成 

ポータブル CD - ROM ドライブを巧用する場合は、「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」を作成 
する必要があります。 

あらかじめ作成用のフロッピーディスクとラベルを1枚ずつ用意してください。 

作成方法は次のとおりです。 

P POINT 

► パソコン本体に内蔵 ATAPI の CD - ROM ドライブが搭載されていない場合は、 CD - ROM から 
起動可能なパソコンで起動ディスクを作成してください。 

1 必要に応じて周辺機器をパソコン本体に取り付けますい •►『ハードウ I アガ 
イド』、周辺機器のマニュアル参照）。 

2 「リカバリ CD - ROM 」 をセットします。 

3 本パソコンを再起動します。 

4 「 FUJITSU 」 ロゴの下に文字がま示されたら、すぐに 【 F 12】 キーを巧し続けます。 

起動メニューが表示されます。 

5 CD - ROM ドライブを選択し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「 FMV リカバリ CD - ROMJ 画面が表示されます。 

6 [ N ] キーを巧します。 

コマンドプロンプトが表示されます。 

7 次のように入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

makefd 
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8 「リカバリ起動ディスクを作成します J のメッセージが表示されたらフロッ 
ピーディスクをセットして、 【 Enter 】 キーを巧します。 

フォーマットが始まり、「リカバリ CD - ROM 起動ディスク J が作成されます。 

作成した「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」は、ラベルを貼り、書き込み禁止のが態にして 
お使いください。 


ドライバのバックアップ _ 

本パソコンに添付の「ドライバーズ CD 」 から、レくックアップディスク」を作成します。 
レくックアップディスク」は、ドライバのインストールに使用します。 

■ バックアップの内容 


ソフトウエア名称 

機種 

フロツピー 
ディスクの枚数 

入力する 
フォルダ名 

ドライバデ ィス ク for Windows NT (民) 4.0 
Vl.lLlOD 

全機種 

1 

dry 

Intel 8255 x-based PCI Ethernet Adapter 
Windows NT (民) 4.0 LAN Driver V 5.00.71 

的の [ MR ] [ MF ] 
LAN 搭載モデル 

1 

landrv 

Realtek 民 TL 8139 PCI Fast Ethernet 
Windows NT (民） 4.0 LAN Driver V 3.91 

的 A ] 

1 

け 18139 


次のものを用意してください。 

• ドライバーズ CD 

•1.44 MB 2 HD フロッピーディスク（上記の表を確認し、必要な枚数を購入してください） 

• フロッピーディスクのラベル（必要な枚数を購入してください） 

■バックアップ方法 

1 「ドライバーズ CD 」 とフロッピーディスクをセットします。 

2 「スタート」ボタンー「プログラム」一「コマンドプロンプト」の順にクリッ 
クします。 

3 コマンドプロンプトから、次のように入力し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

Tormat a こ 

4 【 Enter 】 キーを巧します。 

フォーマットが終了すると、ラベルの入カメッセージが表示されます。 

5 【 Enter 】 キーを巧します。 

6 【 N 】 キーを巧し、に nter 】 キーを巧します。 




1 セットアップ 


7 コマンドプロンプトから、次のように入力し、 【 Enter 】 キーを押します。 
cd /d [ CD-ROM ドライブ]: ¥ nt 40 ¥xxx 

XXX には、上記の 「バックアップの内容」 の表のフォルダあを入力します。 

公コマンドプロンプトから、次のように入力し、 【 Enter 】 キーを押します。 
xcopy * .本 a : /s /e /h 

9 作成したバックアップディスクに、ソフトウェア名称を記入したラベルを貼 
り、書込み禁止の状態にします。 

ソフトウエアち称は、上記の レ 《ックアップの内容」 の表で作成したものを記入してく 
ださい。 
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2プレインストール仕様の確認 


Windows セットアップが終了した時点での本パソコンの環境は、次のとおりでず。 
使用環境に合わせてシステム構成を変更してください。 


ソフトウ エアー 覧 


■プレインストールソフト 


名称 

備考 

Windows NT Workstation 4.0 

(Service Pack 6 a ) 

「 C :¥ Winnt 」 フオルダにインストールされています。 
操作方法など詳細については、「スタート」メニュー 
に登録されているオンラインヘルプ、および添付の 
『Windows NT Workstation ファーストステップガイ 
ド』をご覧ください。 

電源切断用 HAL 

Windows NT シャットダウン時に自動的にパソコン 
本体の電源を切るためのコンポーネントです。 

Internet Explorer 5.01 

WWW ブラウザです。 

MS - IME 97 

日本語を換ユーティリティです。 

Intel SpeedStep 

( FMV -6113 NA 9/ B 、 FMV - 6000 NU / L 、 
FMV - 6700 NU 9/ L 、 FMV -6750 M 民9/し 
FMV - 6700 MF 9/ X ) 

電源の状態 （ AC ァダプタまたはバッテリ）によって 
CPU クロックの周波数を落とすとともに CPU 動作電 
圧を落とすことで、消費電力をほ下させます。 

Windows 環境調査ツール 

ご使用のパソコンの動作環境を調査し、アドバイス 
するべき情報がないかチェックします。また、パソ 
コンの動作環境情報の取得ツールとしてもお使いい 
ただけます。これらの情報を利用して問題の解決に 
役立てることができます （••► P .78)。 

Acrobat Reader 

PDF (Portable Document Format ) 書類を表示、閲覧、 
印刷できます。 

FMV 彭断 

ハードウェァの故障箇所を的確に診断します 
(••► P .78)。 

Easy CD Creator ^ 

データ CD や音楽 CD を作成するためのァプリケー 
ションです。使用ホをはアプリケーション内のへル 
プをご覧ください。 

DirectC が 

CD - R や CD - RW に直接データを書き込むためのアプ 
リケーションです。使用方法はアプリケーションの 
ヘルプをご覧ください。 


カスタムメイドオプションのアプリケーションについては添付の『アプリケーション補足説明書』や各アプリケーショ 
ンマニュアルをご覧ください。 

ブレインストールソフトは、必要に応じてアンインストールしてください （••► P .21)。 

※：カスタムメイドオプションで内蔵 CD - R / RW ドライブユニットを選キ尺している場合 



















2 プレインストール仕様の確認 


■添付ソフト（未インス!ル） 

P POINT 

► —部のソフトウエアの使用方法についてはヘルプまたは Readme . txt などの説明ファイル 
をご覧ください。 


名前 

備考 

MS - IME 98 

日本語変換ューティリティです。 

Portables Suite 

Windows NT の機能を補足する PowerPanel 、 NoteDock 、 
Card Executive の3つのユーティリティの総称です 
(••► P .38)。 

Alps Poinnng-device Driver 

フラットポイントの機能を拡張します。 [ MF ] でス 
クロールボタンを使用するためには 、 Alps Pointing - 
device Driver が必要です。 

セキュリティボタン 

[ NA ] ^ 〔咖《 [ MR ] [ MF ] 

セキュリティボタンのパスワードを簡単に設定した 
り、ューザーパスワードを設定/変更/削除したり 
できます。 

ワンタッチボタン設定 
[ NA ] ^〔咖 ^ [ MR ] [ MF ] 

セキュリティボタンをワンタッチボタンとしてイ吏え 
るようになります。ワンタッチボタンを押してアプ 
リケーションを起動したり、メールをチュックした 
りできます。 

VirusScan 

コンピュータウイルスを検出.駆除します 
(••► P .24)。 

DeskView 

パソコンのメモリ、ハードディスクなどの資産の情 
報を表示したり、パソコンを監視し発生した異常を 
参照できます。また、パソコンの電源を制御できま 
す。 

FM-Menu 

ボタン式メニューから簡単にアプリケーションを起 
動できます。また、特定キーの入力や Windows 機能 
を制限します。 

はじめよう！インターネット 
(@ nifty ) 

インターネットのプロノくイダで表)る @ nifty に入会で 
きます。 


※：カスタムメイドオプションでセキュリティボタンを選キ尺している場合 
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内蔵 CD - ROM ドライブュニットまたは内蔵 CD - R / RW ドライブュニットを取り付けた場合 
解像度は機種によって異なります 
LAN 搭載モデル 
モデム搭載モデル 


テバイスー覧 


P POINT 

► 本パソコンの化様は、改善のため予告なく変更することがありまず。その隙、デバイス名 
称などが本書の記述と異なる場合がありまず。あらかじめ、ご了承〈ださい。 


デバイス 

名称 

備考 

CD-ROM 《1 

IDE CD-ROM (ATAPI1.2) 


キーボード 

PC/AT 106 日本語 （ AOl ) キーボード 


サウンド 

[NA] [NU] [MR] 

AC’97 Audio Ctrlr : SigmaTel Codec Driver 
のホーデイオ 
[MF] 

YAMAHA AC-XG Driver のオーデイオ 
YAMAHA SXG50 Driver のオーデイオ 


ディスプレイ 

[NA] 

解像度 ： 1024 X 768 または 800 X 60 〇 ※ 2 

アダプタ 

ATI Mobility M6 

色敷： 655% 色 


[NU] 

Intel(R) Grapnics Technology Device 

[MR] 

ATI Technologies Inc. Mobility 128 4X ( 日本語） 
[MF] 

ATI RAGE MOBILITY-M PCI (Japanese) 

リフレッシュレート： 60Hz 

ネットワーク 

[NA] 


アダプ々 ※3 

Realtek RTL8139(A/B/C/8130) PCI Fast Ethernet 
Adapter 

[NU] [MR] 

Intel (民) PRO/100 VE Network Connection 

[MF] 

Intel 8255x-based PCI Ethernet Adapter (10/100) 


フロッピーディスク 

3 モードフロッピードライバ 

1 .44MB/1.23MB/1.2MB/720KB/640KB の各 
容量のフロッピーディスクを読み書きでき 
ます。なお、スーパーディスクドライブ装 
着時は、 1.44MB/720KB のフロッピーディ 
スクのみ読み書きできます。 

モデム ※4 

[NA] [NU] [MR] [MF] 

モデム搭載モデルのみま示されます。 


Lucent Technologies Soft Modem AMR 

Lucent Technologies Soft Modem AMR は V.90 
対応のモデムです。 


X X X X 

















2 プレインストール仕様の確認 


ドライブ構成 


ドライブ 

容量 

楠考 

C 

約 2 GB 

FAT (FAT 16) 

D 

〔総容量〕一 〔 C ドライブの容量〕 

NTFS 

E 

CD-ROM ( CD - R / 民 W 叫ドライブ 

CD-ROM ( CD - R / 民 W ) 接続時 


※カスタムメイドオプション 

FAT を NTFS に変換する方法については、 「ファイルシステムの藥換」 （••► P .57) をご覧くだ 
さい。 


P POINT 

► NTFS に変換した場合 、 Windows NT 4.0 .Windows 2000が外のオペレーティングシステム 
からは、そのパーティシヨンのファイルにアクセスできなくなります。 

► 4 GB な上に割り当てられた NTFS のパーティシヨンに対しては、 NTFS の圧縮機能は利用で 
きません。利用するには、ディスクアドミニストレータなどを使用して 4 GB 未滿のパー 
ティシヨンを作成する必要があります。 

► ハードディスクは 、 Ultra DMA に設定されています。 
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3 インス!ル/アンインストール U 

Windows セットアップの終了後、必要がある場合には、次の方までソフトウェアの 
インストールやアンインストールを行ってください。 

添付ソフトのインス!"一 J レ 

が重要 

► ソフトウェアのインス I —ルを巧った場合は 、 Windows NT Service Pack 6 a をインス I — 
ルし直してください （••► P .74)。 

■ MS - IME 98 のインス I J レ 

1 管理を権限を持ったューザーアカウントでログオンします。 

2 「 Microsoft ⑥ IME 98」 の CD - ROM をセットします。 

しばらくすると 、 「Microsoft IME % 七ットアップ」ダイアログボックスが表示されます。 

3 「継続 J をクリックします。 

メッセ'ージに従ってインスト ■ ールを続けます。 

■七キユリティボタンのインス I ル 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指まして実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ nt 40¥ sec ¥ user ¥ setup . exe 

P POINT 

► 管理者用セキュリティボタンをインストールする場合は、次のように入力してください。 
[ CD-ROM ドライブ] ：¥ nt 40¥ sec ¥ supervisor ¥ setups . exe 

メッ セージに 従って インストールを 続けます。 


使い方については『七キュリティボタン取披説明書』をご覧ください。 








3 インス I ル/アンインス I ル 


■ワンタッチボタン設定のインス I ' - ル 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ] ：¥ nt 40¥ qtouch ¥ setup . exe 

メ ッ セージに従ってインストールを 続けます。 

P POINT 

► ワンタッチボタンは os 起動中のみ使用できます。 

使い方にっいてはヘルプをご覧ください。あわせて留意事項 （"► P .97) もご覧ください。 

■ VirusScan のインス I —ル 

1 管理を権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

2 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

3 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

4 「名前」に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ] ：¥ nt 40¥ vsnt ¥ setup . exe 

インストールが始まります。次の POINT を参照し、メッ七ージに従って操作してくだ 
さい。 

P POINT 

► 「サービスアカウント情報」ダイアログボックスでは、管理を権限を持った「ユーザー名」 
とその「パスワード」を入力して〈ださい。 


■ DeskView のインストール 


インストール手順については、「ドライノくーズ CDJ 内の 「¥ Update ¥ Etc ¥ Deskview¥Readl st . txt 」 
をご覧ください。 

が重要 

► Portables Suite をお使いになる場合 

NoteDock と併用すると DeskView 上でマルチベイ ユニッ トの情報が正しく表示されませ 
ん。 DeskView をお使いになる場合はホットスワップ機能およびウホームスワップ機能を 
次の操作を行い、無効に設定してください。 

1. タスク/く一の 「 NoteDock 」 アイコンをちクリックし「開く」をクリックします。 

2. 「ベイ設定」をクリックし「ベイデバイスのホットスワップ機能 （ H ) を有効にしま 
す」のチェックボックスをクリックしてチェックを外します。 

3. 本パソコンを再起動します。 
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■ FM - Menu のインス I ル 

1 管理を権限を持ったューザーアカウントでログオンします。 

2 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

3 「スタート」ボタンー「ファイル名を指まして実行」の順にクリックします。 

4 「名前 J に次のように入力し、 「0 K 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ nt 40¥ fmmenu ¥ setupfni - menu . exe 

メ ッ セージに従ってインストールを 続けます。 

■はじめよう！インターネット （@ nifty ) のインス!ル 

1 管理を権限を持ったューザーアカウントでログオンします。 

2 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

3 「スタート」ボタンー「ファイル名を指まして実行」の順にクリックします。 

4 「名前 J に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ nt 40 ¥n i f tysgn¥n i f tysgn ¥ setup . exe 

メ ッ セージに従って イ ンストールを 続けます。 

が重要 

► 「セットアップ完了」ダイアログボックスが表示された場合は、「いいえ、後でコンピュー 
夕を再起動します。」 をクリックし、インストールを終了させてから、「スタート」ボタン 
一「シャットダウン」一「コンピュータを巧起動する」の順にクリックし、本パソコンを 
巧起動させてください。 



3 インス I ^ール/アンインストール 


アンインス! J レ 


■ 留意事項 

アプリケーションをアンインストールする場合は、次の点に注意してください。 

• 起動中のアプリケーションをすべて終了してからアンインストールを始める 
• DLL ファイルは削除しない 

DLL ファイルを削除すると、他のアプリケーションが正常に動作しなくなることがありま 
す。アプリケーションのマニュアル、ヘルプ、または Readme . txt などの説巧ファイルで、 
特に指示がない場合は DLL ファイルは削除しないことをお勧めします。 

■ アンインス!ル方法 

一般的に、次の方をがあります。 

• アンインストール機能を巧用する 

アプリケーションにアンインストール機能が用意されている場合があります。 

• 「アプリケーションの追加と削除」機能を使用する 

「コントロールパネル」ウィンドウの「アプリケーションの追加と削除」機能を使用してア 
プリケーションを削除できます。 

アンインストール方法はアプリケーションによって異なります。詳細はをアプリケーションの 
マニュアル、 ヘルプ、または Readme . txt などの説明ファイルをご覧ください。 





Memo 
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快適にお使いいただくために 

コンピュータウイルスや、画面の設定方法など 
について説明しています。 


1コンピュータウイルス対策 . 24 

2液晶ディスプレイの明るさを設定する . 26 

3画面を設定する . 27 

4音量を設定する . 33 

5 Portables Suite . 38 

6省電力 . 51 

7仮想メモリを設をする . 56 

8ファイルシステムの変換 . 57 

9 Save To Disk 領域を作ぶ;する . 58 

10 PHD に K ユーテイリテイについて . 60 
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1コンピュータウイルス対策 


コンピュータウイルスはプログラムの1つで、なんらかの方までコンピュータ内に 
読み込まれる（感染する）と、コンピュータウイルス自身で増殖し、大切なデータ 
を壊したり、コンピュータを起動できなくしたりといった悪影響を及ぼします。 


VirusScan 


本パソコンにはウイルスを発見するためのソフトとして、 VirusScan が添付されています。入 
手したフロッピーディスクや化磁気ディスクなどは、ウイルスチェックを行ったうえで f ま用し 
てください。 VirusScan の使用方をについては、ヘルプをご覧ください。 

VirusScan はご腊乂時にはインストールされていません。必要に応じてインストールしてくだ 
さい (••► P .19 )o 

■ 留意事項 

• 「 V 地 ield 」 を起動していると、アプリケーションを正常にインストールできなかったり、ご 
巧用のアプリケーションによっては不具合が発生したりすることがあります。この場合は 
次のいずれかのちをで「 V 地 iel 山を{ま用不可にしてください。 

• 「スタート」ボタンー>「プログラム 」^ 「Network Associates 」 ^「 VirusScan コンソ ■ —ル」 
の順にクリックします。 「 VirusScan コンソール J ウィンドウで「タスク」メニューー>「巧 
用不可 J の順にクリックします。 

.「 VShield 」 アイコン（@)がタスクバーに表示されている場合は、そのアイコンを右ク 
リックし、「終了」をクリックします。 

• VirusScan で コンピュータ ウイルス検査を行っているときは、ハードディスクにあるプログ 
ラムを実行したり、検査中のフロッピーディスクを取り出したりしないでください。 

• 本パソコンを フロ ッピーディスクから起動する場合、その フロ ッピーディスクがコン 
ピュータウイルスに感染していないかをチェックしてから使用してください。 

• VirusScan は、コンピュータウイルスの情幸良を記載したデータファイル （ DAT ファイル）と、 
検査プログラム（スキャンエンジン）を使用しています。 DAT ファイルは次のサイトから 
無料でダウンロードできます。定期的に更新してください。 

http : // www . nai . com/j apan / 

スキャンエンジンを更新する場合は、最新版の VirusScan をご購入ください。 






1 コンピュータウイルス対策 


コンピュータウイルスを発見した場合 


コンピュータウイルスを発見した場合は、被害届けを提出してください。 

が重要 

► コンピュータウイルスに感染してしまい、本パソコンの修理が必要になった場合、保証期 
間内であっても有償修理になる場合があります。ご了承〈ださい。 


コンピュータウイルスの被害届け 


コンピュータウイルスの届け出制度は、「コンピュータウイルス対策基準」（平成12年12月 
28日付通商産業省告示第951号）の規定に基づいています。コンピュータウイルスを発見し 
た場合、コンピュータウイルス被害の拡大と再発を防ぐために必要な情報を、情報処理振興事 
業協会 ( IPA ) 七キュ y テイセンターに届け出ることとされています （ http :// www . ipa . go . jp / 
security /) 〇 
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2お晶ディスプレイの明るさを設定する 


液晶ディスプレイの明るさは、8段階に調節できます。 


明るさを変更する 


キーボードを巧用して、液晶デイスプレイの明るさを8段階に調節することができます。 

[Fn] キーを 押しながら 【F6】 キーを 押すと暗く、 【Fn】 キーを 押しながら 【F7】 キーを 押す 
と明るくなります。 

P POINT 

► 本パソコンを再起動したり、スタンバイからレジュームしたり、 AC アダプタの取りせけや 
取り外しを行った直後は、キーボードで明るさををえられないことがあります。しばらく 
してから、変更してください。 







3 画面を設定する 


^画面を設定する 


ここでは、ディスプレイの解像度と色数を変更ずる方まとを機能について説明しま 
す。 


解像度と色数について 


本 パソコンでは、 「画面の プロパティ」 ダイアログ ボックスの「ディスプレイの 設定」タブで 
次の解像度、を数が選択できます（次の設定が外はサポート外となります)。 

また、 CRT ディスプレイなどの外部ディスプレイの接続方法については、『ハードウェアボイ 
ド』をご覧ください。 

■ CNA] 



色数 

解像度 


液晶ディスプレイ 


(ドット） 

液晶ディスプレイ 

+ 

外部ディスプレイ 



外部ディスプレイ 


640 X 480 

256 色 


800 X 600 

1024 X 768 

65536 を 

True Color 《2 X 3 

256 色 

65536 色 

True Color ^ 3 

1280 X 1024 

1600 X 1200 

256 色※ 

65536 色 則 

True Color 1 'X 2 XS 3 


X 1:仮想スクリーンモードになりまず。仮想スクリーンモードでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、 
他の領域はマウスポインタを動かずことによって表示できまず。このとき、「モニタ J を解像度レ: I 上のサイズに設 
定する必要があります。 

X 2 :液晶ディスプレイではディザリング機能を使用して表示しています。 

X 3: 色数は16777216色となります。 
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■ CNU 〕 



色数 

解像度 


液晶ディスプレイ 


(ドット） 

液晶ディスプレイ 

+ 

外部ディスプレイ 



外部ディスプレイ 


640 X 480 

800 X 600 

256色 

65536色 

16777216色*^ 1 

256色 

65536色 

16777216色 


256色 

256色 

1024 X 768 

65536色 

65536色 


16777216色 

16777216色 




256色 

1280 X 1024 



65536色 

16777216色 

1600 X 1200 

- 

256色 


:液晶ディスプレイではディザリング機能を使用して表示しています。 


■ 〔 MR 〕 



色数 

解像度 


液晶ディスプレイ 


(ドット） 

液晶ディスプレイ 

+ 

か部ディスプレイ 



外部ディスプレイ 


640 X 480 

256色 


800 X 600 

1024 X 768 

65536色 

True Color ※2※3 

256色 

65536色 

True Color 'X 3 

1280 X 1024 

1600 X 1200 

256色則 

65536色※1 

True Color 'X 1 ’X 2 X 3 


X 1:仮想スクリーンモードになります。仮想スクリーンモードでは、液晶ディスプレイサイズの範囲のみが表示され、 
他の領域はマウスポインタを動かすことによって表示できます。このとき、「モニタ」を解像度が上のサイズに設 
定する必要があります。 

《2:液晶ディスプレイではディザリング磯能を使用して表示しています。 

《3 :色数は16777216色となります。 




3 画面を設定する 


■ [MF] 


解像度 

( ドット） 

色数 

液晶ディスプレイ 

液晶ディスプレイ 
+ 

外部ディスプレイ 

外部ディスプレイ 


256色 

256を 

640 X 480 

65536色 

65536色 

800 X 600 

16777216色 X2 

16777216色 


True Color ^ 2 X 3 

True Color 3 


256色 

256色 


65536色 

65536色 

1024 X 768 

16777216色2 

16777216色 


True Color X 2X3 

True Color 3 


256色 

256を 

1280 X 1024’^ つ 

65536色 

65536色 


16777216色 X2 

16777216色 


X 1 :液晶ディスプレイでは、仮想スクリーンモードになりまず。仮想スクリーンモードでは、あ晶ディスプレイサイ 
ズの範囲のみが表示され、他の領域はマウスポインタを動かすことによって表示できます。このとき、「モニタ」 
を解像度お上のサイズに設定する必要がありまず。 

X 2 :液晶ディスプレイではディザリング機能を使用して表示しています。 

X 3: 色数は16777216色となります。 

■ 留意事項 

• 「テスト」をクリックしないでディスプレイの解像度や色数を変更し、画面が表示されなく 
なった場合は、 Windows を VGA モードで起動し、再度ディスプレイの解像度や色数を変更 
してください。 

• 外部ディスプレイ接続時、リフレッシュレートを変更すると表示位置がずれることがあり 
ます。この場合、外部ディスプレイ側で表示位置の調整を行ってください （••►『外部 ディ 
スプレイの取披説明書』)。 

• 次の解像度を選択した場合は、 Windows の画面を通常表示または全画面表示に変更できます 
("► P .32)。 [ Fn ] + [ F 5] キーで変更することもできます。 

800 X 600ドットが下 

• True Color および16777216色表示の液晶ディスプレイ画面は、ディザリンダ機能を使用して 
表示しています。 

• Windows が起動すると、表示されるディスプレイは、前回 Windows で使用していた状態にな 
りまず。ただし、外部ディスプレイが接続されていない場合は、液晶ディスプレイに表示 
されます。 
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表示装置を切り換える _ 

表示装置の切り换えち法は次のとおりです。なお、表示装置をあらかじめ取り付けてから 

(••►『ハード ウュアガィド』参照）、切り換えを行ってください。 

■ 留意事項 

• 的 A 〕[ MR ]〔 MF 〕 の 「 ATI 画面」タブで表示装置を切り換える場合は、表示する表示装置 
の〇を「プライマリ J に設をしてください。 

• 表示装置の切り換えの設定は次のようになります。 

- Windows が起動していない場合は、 BIOS 七ットアップの設定が有効です。 

• Windows 起動中は「画面のプロパティ」ダイアログボックスの設定が有効 （ Windows を 
再起動後も有効）です。 

- [ NU ] では、外部ディスプレイを接続して、初めて電源を入れたときは、同時表示にな 
ります。 

. 的のの 【 Fn 】 + 【 F 10】 キーで切り换えた表示装置の設定は、「画面のプロパティ」ダ 
イアログボックスの設定には反映されません。 

.[ NA ] [ MR ]〔 MF 〕 の 【 Fn 】 + 【 F 10】 キーで切り換えた表示装置の設定は、「画面のプロ 
パティ J ダイアログボックスの設をに反映されます。 

.[ NA ] [ MR ]〔 MF 〕 で「画面のプロパティ」ダイアログボックスを表示中に 【 Fn 】 + 【 F 10】 
キーで表示装置を切り換えても、「画面のプロパティ」ダイアログボックスの表示には反 
映されません（一をダイアログボックスを閉じ、再度表示させると反映されています)。 

. Windows が起動すると、表示されるディスプレイは、前回 Windows でイ吏用していた状態 
に戻ります （〔 NU ] は、「画面のプロパティ」ダイアログボックスの設定に戻ります)。た 
だし、外部ディスプレイが接続されていない場合は、液晶ディスプレイに表示されます。 

•外部ディスプレイを接続したが態で、 MS - DOS プロンプトをウィンドウ表示から全画面表 
示に切り換えると、表示デバイスが切り換わることがあります。 

また、 MS - DOS プロンプトを全画面表示中に 【 Fn 】+ 【 F 10 】キーで表示デバイスを切り 
換えると、 MS - DOS プロンプトを終了したとき、あるいはウィンドウ表示に切り換えたと 
きに、表示デバイスが切り換わることがあります。あらかじめご了承ください。 

• 外部ディスプレイとして CRT ディスプレイを接続した場合は、「画面のプロパティ」ダイア 
ログボックスで 85 Hz な上のリフレツシュレートを設定できるように見えますが、実際にサ 
ポートできる CRT ディスプレイの周波数は次のとおりです。 

. CRT ディスプレイのみの場合： 

的 U 〕 1600 X 1200ドット 60 Hz 

[ NA ] [ MR ] 1600 X 1200ドット 60 Hz 〜 75 Hz 
[ MF ] 1280 X 1024 ドットな下 60 Hz ~ 85 Hz 

. 同時表示の場合： 60 Hz 

• 外部ディスプレイで液晶ディスプレイな上の高解像度を利用するには、それらの解像度を 
表示可能な外部ディスプレイが必要です。 

• 液晶プロジェクタを本パソコンの液晶ディスプレイと同時表示で使用する場合、本パソコ 
ンの液晶ディスプレイと同じ解像度を表示可能な液晶プロジェクタが必要です。 

• 外部ディスプレイまたは液晶プロジュクタによっては、液晶ディスプレイと外部ディスプ 
レイの同時表示の場合に、外部ディスプレイまたは液晶プロジェクタの画面が正しく表示 
されないことがあります。 

• 同時表示時に、外部ディスプレイの画面が正しく表示されないことがあります。 





3 画面を設まする 


• BIOS セットアップの画面は、液晶ディスプレイのみで表示されることがあります 。 BIOS 
七ットアップの画面も外部ディスプレイに表示したいときには、 BIOS 七ッ ト アップの「ディ 
スプレイ」 （"►『ハードウ ェアガイド』参照）の項目を「外部ディスプレイ」または「同 
時表示」に設定してください。 

■ キーボードを使用する場合 

[ Fn ] キーを押しながら 【 F 10】 キーを押すと、表示装置は次の順に切り換わります（このと 
き 【 F 10】 キーを、間隔をあけて押してください)。 

液晶ディスプレイー外部ディスプレイ^液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表 
示一液晶ディスプレイ… 

■「画面のプロパティ」ダイア□グボックスを使用する場合 
□ [NU] の場合 

1 デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

2 rlntel ( R ) Graphics Technology 」 タブの「グラフィックのプロパティ J をクリッ 
クします。 

「 Intel ( R ) Graphics Technology Devece のプロパティ J ダイアログボックスが表示されます。 

3 「デバイス」タブをクリックし、表示する装置に口を付け、表示装置を切り換 
えます。 

P POINT 。 

► 「デバイス」タブはか部ディスプレイをを続すると表示されます。 

4 「0 K 」 をクリックします。 

□ 〔 NA] [MR] [MF ] の場合 

1 デスクトップでちクリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

2 「 ATI 画面」タブで表示装置を選択します。 

P POINT 

► 表示装置の切り換えを行う場合は、次の手順に従って操作してください。 

-液晶ディスプレイとか部ディスプレイで同時に表示する 

1. を^をクリックして、「モニタ」と「パネル」を押された状態にします。 

2. 「モニタ」と「パネル」をプライマリに設をします。 

-:'夜晶ディスプレイのみ、または外部ディスプレイのみで表示する 

1. じ由/をクリックして、「モニタ I と I 「パネル」のじジグを巧されたが態にして力、 
ら、表示しないディスプレイのををクリックします。 

2. 表示するディスプレイがセカンダリになっている場合は ©!) をクリックし、 
チェックをかします。 
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3 「0 KJ をクリックします。 


全画面表示と通常表示を切り換える 


画面を通常表示または全画面表示に表示できます。液晶ディスプレイよりも小さな解像度に設 
をしたときに、画面がディスプレイ中央に小さく表示または全画面表示されるようにするに 
は、次の手順で設定を変更してください。 


■ 留意事項 

• 的ので液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示を運択した場合は、全画面表示 
に切り換えることはできません。 

• この操作は次の解像度を運択している場合に有効になります。 

800 X 600ピクセルな下 


■ キーボードを使用する場合 

全画面表示と通常表示を切り换えるには、 【 Fn 】 キーを押しながら 【 F 5】 キーを押します。キー 
を押すごとに表示が切り换わります。 

■「画面のプロパティ」ダイアログボックスを使用する場合 〔 NA ]〔 MR ]〔 MF ] 

1 デスクトップで右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 

「画面のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

2 「 ATI 画面」タブをクリックし、「パネル」をクリックします。 

「パネルのプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

3 「イメージをパネルサイズにする」の左側の®1またはをクリックします。 

-にすると、液晶ディスプレイよりも小さい解像度に設定した場合は、画面が液晶 
ディスプレイ中央に小さく表示されます。 

-0にすると、液晶ディスプレイよりも小さい解像廚こ設をした場合は、画面が液品 
ディスプレイ全体に大きく表示されます。 


4 roKj をクリックし、すべてのダイアログボックスを閉じます。 


4 音量を設定する 


4音量を設定する 


音量を調節するには、ハードウエア（音量ボリユームまたはキーボード）で調節す 
る方法と、画面に「音量つまみ」を表示させて調節する方法の2種類があります。 
また、音声入出力時のバランスや音量の設をは、音量を設定するダイアログボック 
スで行います。 


音量ボリュームまたはキーボードで調節する 


お{まいの機種によって、音量ボリュームまたはキーボードのどちらかで調節できます。 

音量ボリュームまたはキーボードでの調節は、音量っまみで設定した音量を最大音量とし、そ 
の範巧で音を大きくしたり小さくしたりできます。 

■音量ボリュームで調節する 〔 NA 〕[ NU 〕 

本体側面の音量ボリュームで音量を調節できます。手前側に回すと小さく、奥側に回すと大き 
くなります。 

P POINT 

► 音量ボリュームで音量を大きくしても音が聞こえない場合は、スピーカーのが態を確認し 
て〈ださい。 【Fn】 キーを押しながら 【F3】 キーを押すと、スピーカーの ON と OFF が切 
り替わります。「ピー」と音がした場合はスピーカーが ON、 音がしない場合は OFF にな 
ります。 

まと、音量を設定するダイアログボックスの設定がミュート（消音）になっていないか確 
認してください。 

■キーボードで調節する 〔 MR ]〔 MF ] 

キ'ーボ'ードで音量を調節するには、 【 Fn 】 キ'一を押しながら、 【 F 8】 キ'一または 【 F 9】 キ'一 を 
押します。 

[ Fn ] キーを押しながら 【 F 8】 キーを押すと音量が小さく、 【 F 9】 キーを押すと音量が大きく 
なります。 

キーボードでの音量の調節は、17段階に設定できます。 

P POINT 

► [Fn] + [F9] キーで音量を大きくしても音が聞こえない場合は、スピーカーの状態を確 
認してください。 【Fn】 キーを押しながら 【F3】 キーを押すと、スピーカーの ON と OFF 
が切り替わります。「ピ ー 」と音がした場合はスピーカーが ON、 音がしない場合は OFF 
になります。 

また、音量を設定ずるダイアログボックスの設定がミュート（消音）になっていないか確 
認してください。 
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画面上の音量つまみで調節する 


音量ボリュームやキーボードで調節しても、音が大きすぎたり小さすぎる場合は、画面上に音 
量つまみを表示して調節します。 

1 タスクバーの「音量 J アイコンをクリックします。 

音量を調節する画面が表示されます。 

2 音量つまみを上下にドラッグして、適当な音量に調節します。 

ミュートをチェックすると、音が消え、タスクバーの表示も'塞わります。 

3 デスクトップの何もないところをクリックします。 

音量を調節する画面が消えます。 

消えなかった場合は、いったん音量つまみをクリックしてから、デスクトップの何もな 
いところをクリックしてください。 

P POINT 

► 音量つまみで設をした音量が、音量ボリュームまたはキーボードで調節した場合の最大音 
量となります。 


巧生時/録音時の音量設定について 


■ 再生時の音量設定 

1 タスクバーの「音量 J アイコンをダブルクリックします。 

音量を設定するダイアログボックスが表示されます。 

艺 バランスや音量などを調節します。 

■ 録音時の音量設定 

1 タスクバーの「音量」アイコンをダブルクリックします。 

音量を設定するダイアログボックスが表示されます。 

2 「オプション」メニュ ーー► 「プロパティ」の順にクリックします。 

「プロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

3 「録音 J をクリックし、 「0 K 」 をクリックします。 

4 バランスや音量などを調節します。 


ご購入時の音量設をは、次のようになっています。 

なお、※がついている項目は、ご購入時には表示されていません。また、ミュートが「〇」の 
項目は、ご購入時には音が聞こえないように設をされています。 






4 音量を設定する 


P POINT 

► バランスや音量を設定しても、再生時/録音時の音量が小さい、または大きい場合は、音 
量を設定するダイアログボックスで、マイク音量の設定を行って〈ださい。 

1. 「オプション」メニュ ーー > 「卜ーン調整」の順にクリックします。 

2. 「マイク」または 「 Microphone 」 の「 I ン」をクリックします。 

3. 「そのほかの調整」で次の項目のチェックを確認して〈ださい。 

音量を大きくしたい場合はチェックを付けます。 

音量を小さくしたい場合はチ X ックを外します。 

CNA ] CNU ]〔 MR〕Microphone Boost 
CMF ] Mic 20 dB 有効 

► 表示されていない項目（※がついている項目）を表示させる場合は、次のように設定します。 

1. 「オプション」メニュ ーー > 「プロパティ」の順にクリックします。 

2. 「表示する コントロール」 で、項目をクリックしてチェックします。 

項目が表示されるようになります。 

► 解像度によっては、音量を設定ずるダイアログボックスの一部を表示できないことがあり 
ます。 


■ 〔 NA 〕 の場合 

□ 巧生時の音量設定 


項目 

ミュー ト 

設定する音量 

Volume Control 

X 

パソコン全体の音量 

Wave 

X 

Wave フアイルの音量 

Phone 《 

X 

モデムの音量 

Microphone ^ 

〇 

マイクイン*ジャックに接続したマイクと内蔵マイ 
クの音量 

Line In 

X 

未使用 

CD Player 

X 

ま楽 CD の音量 

A 肥※ 

〇 

未使用 

Line Out ^ 

X 

未使用 

3 D Dep 化※ 

〇 

3 D 効果の調整 


□ 録音時の音量設定 


項目 

選択 

設をする音量 

Microphone 

o 

マイクイン.ジャックに接続したマイクと内蔵マイ 
クの録音音量 

CD Player 

X 

音楽 CD の録音音量 

Aux ^ 

X 

未使用 

Line In 

X 

未使用 

Stereo Mix 《 

X 

再生音全体の録音音量 

Mono Mix ^ 

X 

未使用 

Phone 《 

X 

モデムの 録音音量 
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■〔 NU ]〔 MR 〕 の場合 
□再生時の音量設定 


項目 

ミュート 

設定する音量 

Volume Control 

X 

パソコン全体のを量 

Wave 

X 

Wave フアイルの音量 

Phone 《 

X 

モデムの音量 

Microphone ^ 

〇 

マイクイン.ジャックに接続したマイクと内蔵マイ 
クの音量 

Line In 

X 

ラインイン.ジャックに接続した機器の音量 

CD Player 

X 

音楽 CD の音量 

TN 义 

〇 

未使用 

3D Dep 化※ 

〇 

3D 効果の調整 


□録音時の音量設定 


項目 

選択 

設定する音量 

Microphone 

o 

マイクイン-ジャックに接続したマイクと内蔵マイ 
クの録音音量 

CD Player 

X 

音楽 CD の録音音量 

TN 义 

X 

未使用 

Line In 

X 

未使用 

Stereo Mix 《 

X 

再生音全体の録音音量 

Mono Mix 

X 

未使用 

Phone 《 

X 

モデムの 録音音量 




4 音量を設定する 


■ CMF ] の場合 

□ 巧生時の音量設定 


項目 

ミュート 

設定する音量 

ボリュームコントロ ー/レ 

X 

パソコン全体の音量 

テレフオン^ 

X 

モデムの音量 

マイクロフオン※ 

〇 

マイクイン-ジャックに接続したマイクと内蔵マイ 
クの音量 

ライン 

X 

ラインイン.ジャックに接続した機器の音量 

CD オーディオ 

X 

音楽 CD の音量 

ビデオ※ 

〇 

未使用 

AUX ※ 

〇 

未使用 

Wave アウト 

X 

Wave ファイルやソフトウエア MIDI の音量 

3 D ワイド 

〇 

3 D 効果の調整 

モノアウト※ 

X 

未使用 

ZV ポート※ 

〇 

未使用 


□ 録音時の音量設定 


項目 

ミュート 

設定する音量 

テレフオン^ 

X 

モデムの録音音量 

マイクロフオン 

〇 

マイクイン*ジャックに接続したマイクと内蔵マイ 
クの録音音量 

ライン 

X 

ラインイン*ジャックに接続した機器の録音音量 

CD オーディオ 

X 

音楽 CD の録音音量 

ビデオ※ 

X 

未使用 

AUX 《 

X 

未使用 

ステレオアウト^ 

X 

再生音全体の録音音量 

モノアウト + マイク※ 

X 

未使用 
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5 Portables Suite 


本パソコンには、 Windows の機能を補足する Portables Suite (ポータブルスイート） 
が添かされています。 


Portables Suite の特長 


Portables Suite を利用することにより、 Windows ではサポートされていない省電力機能、 PC 
カードおよびマルチベイユニットなどのホットスワップ/ウォームスワップ機能を使用でき 
ます。 

Portables Suite は、次の3つのアプリケーシヨンより構成されています。 

• PowerPanel (パワーパネル）：省電力機能のサポート 

• Card Executive (カードエダゼクテイブ）： PC カードのホットスワップのサポート、 CardBus 
対•応の PC カードのサポート 

• NoteDock (ノートドック）： 〔NA〕[NU] [ MR ] のマルチベイユニットのホットスワップの 
サポート、 〔 MF 〕 のモバイルマルチベイユニットのウォームスワップのサポート 

P POINT 

► ホットスワップとは、パソコン本体の電源を入れたが態で周辺機器の取りせけ/取りかし 
を行うことです。 

► ウホームスワップとは、パソコン本体をサスペンドした状態で周辺機器の取り付け/取り 
外しを行うことです。 


Portables Suite のインストール 


Portables Suite はご購入時の状態ではインストールされていません。必ず次の順番で、すべて 
インストーノレしてください。 

1 Portables Suite インストール前の操作 （ "► P .39) 

2 Card Executive のインス I —ル （ P .40) 

3 NoteDock のインス！ル （••► P .40) 

4 PowerPanel のインス I —ル （ P .41) 

5 Portables Suite インストール後の操作 （ P .41) 
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■ Portables Su け e インストール前の操作 

1 LAN ドライバやモデムドライバがインストールされている場合は、これらのド 
ライ/くをアンインストールします。 

- LAN ドライバのアンインストール（的 A 〕[ MF ] LAN 搭載モデル） 

[ NU ] [ MR ] は LAN ドライバをアンインストールする必要はありません。 

1. Windows を起動し、管理を権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

2. 「ネットワークコンピュータ」アイコンをちクリックし、「プロパティ」をクリック 
します。 

3. 「アダプタ」タブをクリックします。 

4. 「ネットワークアダプタ」からホの項目をクリックし、「削除」をクリックしてメッ 
セージに従って操作します。 

[ NA ] Realtek RTL 8 1 39( A / B / C /8 1 30 )PCI Fast Ethernet Adapter 
[ MF ] Intel 8255 X-based P 口 Ethernet Adapter (10/100) 

. モデムドライバのアンインストール 

1. Windows を起動し、管理を権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

2. 「スタート」ボタンー「設定」一「コント ロール パネル」の順にクリックします。 
「コントロールパネル」ウインドウが表示されます。 

3. 「アプリケーシヨンの追加と削除」アイコンをダブルクリックします。 

4. 「Lucent Technologies Soft Modem AMR」 をクリックし、「追加と削除」をクリッ 
クしてメッセージに従って操作します。 

2 Windows NT Service Pack 6 a な降がイ ンスI —ルされていない場合は、イ ンス 

卜ールします（ご購入時の状態ではインストールされています）（- •► P .74)。 

3 BIOS セットアップで次のように設をを変更します （，•►『ハードウ エアガイド』 
参照）。 

. 「省電力」メニュー内 
サスペンド動作的の [ MR ] [ MF ] : 

サスペンド （Save To Disk 機能をイ吏用しない場合） 

Save To Disk (Save To Disk 機能を{ま用する場合） 

詳細設定 

SUS / RES スイッチ（サスペンド/レジュームスイッチ）：巧用する 

「カバークローズサスペンド」と「カバーオープンレジューム」をりち用する J 

に設定することもできます。 
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■ Card Executive のインス I —ル 

1 Windows に管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

2 「ドライバーズ CD 」 をセットし、エクスプローラで次のフナルダじある Se 山 p.exe 
をダブルクリックして、インストールプログラムを起動します。 

¥ Update ¥ Psuite ¥ CExec-J 

インストール中の操作は、画面の指示に従ってください。 

インスト'ールが完了すると Windows の再起動を確認するダイアログボックスが表示さ 
れます。 

3 「再起動する J をクリックします。 

再起動後 Windows へロダホンすると 、 「Card Executive 2.0 for NT Diagnostics 」 ダイアロ 
グボックスが表示されます。 

が重要 

► 必ず再起動してください。再起動しないと、システムが正常に動作しなくなる可能性があ 
ります。 

4 画面の指示に従って 「 PC 力ード該断」を実行します。 

5 「 PC 力ード診断 J の終了後、 PC 力ードがセットされていたら取り出し、表示さ 
れたダイアログボックスの「完了」をクリックします。 

Windows が再起動します。 

が重要 

► 必ず再起動してください。巧起動しないと、システムが正常に動作しな<なる可能性があ 
ります。 

■ NoteDock のインス I —ル 

1 Windows に管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

2 「ドライバーズ CDJ をセットし、エクスプローラで次のフォルダにある Setup.exe 
をダブルクリックして、インストールプログラムを起動します。 

[ NA ] ¥ Update ¥ Psuite ¥ NDock-JA 

[ NU ] [ MR ] ¥ Update ¥ Psuite ¥ NDock-J 
[ MF ] ¥ Update ¥ Psuite ¥ NDock-WJ 

インストール中の操作は、画面の指示に従ってください。 

インスト'ールが完了すると Windows の再起動を確認するダイアログボックスが表示さ 
れます。 
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3 「巧起動する」をクリックします。 

Windows が再起動します。 

が重要 

► 必ず再起動して<ださい。再起動しないと、システムが正常に動作しな<なる可能性があ 
ります。 

■ PowerPanel のインストール 

1 Windows に管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

2 「ドライバーズ CDJ をセットし、エクスプローラで次のフォルダにある Setup.exe 
をダブルクリックして、インストールプログラムを起動します。 

的 A 〕 ¥ Update ¥ Psuite ¥ PPanel-JA 

[ NU ] [ MR ] [ MF ] ¥ Update ¥ Psuite ¥ PPanel-J 
インストール中の操作は、画面の指示に従ってください。 

3 Save To Disk 機能を使用する場合は 、 Save To Disk 領域を作成します （ ， ► P .59) 。 

■ Portables Su け e インストールをの操作 

3つのアプリケーションのインストールが終了したら、次の操作を行います。 

1 モデム搭載モデルはモデムドライバをインストールします （"► P .72)。 

2 〔 NA 〕[ MF 〕 LAN 搭載モデルは Portables Suite 対応内蔵 LAN ドライバをインス 
卜ールします。 〔 NA 〕 は、ドライバーズ CD をセットしてください。 

1. 「ネットワークコンピユータ」アイコンをちクリックし「プロパティ」をクリック 
します。 

2. 「アダプタ」タブをクリックします。 

3. 「ネットワークアダプタ」の「追加」をクリックします。 

4. 「ネットワークアダプタの選択」ダイアログボックスで「ディスク使用」をクリッ 
クします。 

5. 「フロッピーディスクの挿入」ダイアログボックスでホのように入力し、 「 OK 」 を 
クリックします。 

[ NA ] [ CD-ROM ドライブ]: ¥ update¥pslan 
[ MF 〕 C : ¥program fiIes ¥ notedock ¥ ndis¥intel 

6. 「 OEM オプションの選択」ダイアログボックスで次の項目を選択し、 「 OK 」 をクリッ 
クします。 

〔 NA 〕 民 ealtek RTL 8139 Family PCI Fast Ethernet Adapter 
[ MF ] Intel (民） PRO ( Onboard ) Adapter 

7. 必要に応じて、ネットワークの設定を行います。 

8. ネットワークの「閉じる」をクリックします。 

9. 表示されるメッセージに従って本パソコンを再起動します。 
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P POINT 

► 手順1、2の操作中に Windows NT 4.0 の CD を要求された場合は、 「 c :¥ support ¥ i 386」 と指 
をしてください。 

► ネットワークドライブを指をしていると、起動するとき接続に失敗することがあります。 
この場合は、起動後ネットワークドライブにアクセスすると、正常に使用することができ 
ます。 


Portables Suite のアンインストール 


Portables Suite のアンインストールは、必ず次の順番で行い、すべてアンインストールしてく 
ださい。 

1 PowerPanel のアンインス I —ル （ P .42) 

艺 NoteDock のアンインス！ル （••► P . AS ) 

3 Card Executive のアンインス I —ル （ "► P .44) 

4 ドライバと Windows NT Service Pack 6 a のインス I ル （ ；► P .45) 

■ PowerPanel のアンインストール 

1 PowerPanel を終了します。 

艺 「スタート」ボタンー「設を」一「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

3 「アプリケーシヨンの追加と削除」アイコンをダブルクリックします。 

「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

4 「インストールと削除」タブから 「Phoenix PowerPanel 」 をクリックし、「追加 
と削除」をクリックします。 

「ファイル削除の確認」ダイアログボックスが表示されます。 

5 「はい」をクリックします。 

「コンピュータからプログラムを削除」ダイアログボックスが表示され、アンインストー 
ルが始まります。 

6 アンインストールが完了したら、 「 OK 」 をクリックします。 

7 「アプリケーシヨンの追加と削除プロパティ」ダイアログボックスで 「 OK 」 を 
クリックします。 

8 「コントロールパネル」ウィンドウの「サービス」アイコンをダブルクリック 
します。 
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9 「サービス」の一覧から 「Phoenix PM 」 をクリックし、「スタートアップ」を 
クリックします。 

10 「サービス」ダイアログボックスの「スタートアップの種類 J の「無効」をク 
リックし、 「0 K 」 をクリックします。 

11 「閉じる」をクリックします。 

12 「コント ロール パネル」ウィンドウの「デバイス」アイコンをダブルクリック 
します。 

13 「デバイス」の一覧から rphoenixADj をクリックし、「スタートアップ」をク 
リックします。 

14 「スタートアップの種類」から「無効」をクリックし、 「0 K 」 をクリックします。 

「デバイス」の警告メッセージが表示されます。 

15 「はい」をクリックします。 

16 「閉じる」をクリックします。 

17 Windows をち起動します。 

■ NoteDock のアンインス I ル 

1 CNA ] CMF ] LAN 搭載モデルは、 LAN ドライバをアンインストールします 
(■.► P '39)。 

2 「スタート」ボタンー「設定」一「コントロ ールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル J ウィンドウが 表示されます。 

3 「アプリケーシヨンの追加と削除」アイコンをダブルクリックします。 

「アプリケーションの追加と削除のプロパティ J ダイアログボックスが表示されます。 

4 「インストールと削除」タブから 「NoteDock 2.0 for NT 」 をクリックし、「追加 
と削除」をクリックします。 

5 「NoteDock 2.0 for NT のアンインストール J ダイアログボックスが表示された 
ら、アイコン付きのボタンをクリックします。 

6 完了メッセージが表示されたら、 「 OKJ をクリックします。 

7 「再起動する」ダイアログボックスで「再起動する」をクリックします。 

P POINT 

► い<つかのドライバを削除するようにホめるダイアログボックスが表示されたら、そのド' 
ライバをアンインストールして Windows を巧起動後、再度 NoteDock をアンインストール 
して〈ださい。 
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■ Card Executive のアンインス I —ル 

1 PC 力ードがセットされている場合は、取り出します。 

2 「スタート」ボタンー「設定」一「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」 ウィンドウが表示されます。 

3 「アプリケーションの追加と削除」アイコンをダブルクリックします。 

「アプリケー ショ ンの追加と削除の プロパティ」 ダイア ロ グボックス が 表示されます。 

4 「インストールと削除」タブから 「Card Executive 2.0 for NTj をクリックし、 
「追加と削除 J をクリックします。 

「Card Executive 2.0 for NT のアンインストール J ダイアログボックスが表示されます。 

5 アイコン付きのボタンをクリックします。 

6 完了メッセージが表示されたら、 「0 K 」 をクリックします。 

7 「再起動する J ダイアログボックスで「巧起動する」をクリックします。 

P POINT 

► い<つかのドライバを削除するようにボめるダイアログボックスが表示されたら、そのド 
ライバをアンインストールして Windows を再起動後、再度 Card Executive をアンインス 
卜ールしてください。 

1. 「スタート」ボタンー「設定」一「コントロールパネル」の順にクリックします。 
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

2. 「 SCSI アダプタ」アイコンをダブルクリックします。 

3. 「ドライバ」タブをクリックし、該当するドライバを選がします。 

4. 「削除」をクリックし、ドライバを削除しまず。 

■ HAL.DLL のリストア 

「Card Exec 址 ve のアンインストール」の手順7で、いくつかのドライバを削除する作業を行っ 
た場合は、次の手順を行ってください。削除しなかった場合は、この手順を行わないでくださ 

い。 

1 「スタート」ボタンー「プログラム」一「コマンドプロンプト」の順にクリッ 
クします。 

2 コマンドプロンプトから、次のように入力し、それぞれ Enter 】 キーを巧し 
ます。 

cd c:¥winnt¥system32 
copy hal. dl I hal. org 
copy hal. nt hal. dl I 
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■ ドライバと Windows NT Service Pack 6 a のインス I —ル 

1 モデム搭載モデルはモデムドライバをインストールします （"► P .72)。 

2 LAN 搭載モデルは LAN ドライバをインストールします （••► P .73)。 

3 Windows NT Service Pack 6 a をインス！—ルします （’《^ P .74)。 


Power Panel の操作方法 


PowerPanel を利用することにより、 Windows で省電力機能を使用できます。これにより、ディ 
スプレイやハードディスクの省電力機能の設をやサスペンド/レジューム機能 （"► P .51) な 
どを利用でき、本パソコンの消費電力を巧えることができます。 

■ PowerPanel の起動 

PowerPanel をインストールしたあとは、再ログオンするか、「スタート」ボタンー「プログラ 
ム」 一 > r Phoenix PowerPanelJ — > 「PowerPanel J の順にクリックすると、画面左側に PowerPanel 
ツールノ《一が表示されます。 

このツールバーには、本パソコンのパワーマネージメントの設定を行うボタンと、本パソコン 
を省電カモードへ移行させるボタンの2種類のボタンがあります。 

■ PowerPanel の終了 

PowerPanel を終了するには、タスクバーの PowerPanel アイコンを右クリックし、表示された 
メニューから「閉じる」をクリックします。この際、 PowerPanel は終了しますが、終了時点の 
パワーマネージメントの設をは継続されています。 

■ プ□ファイル 

PowerPanel ツールバーに登録されているボタンをプロファイルと呼びます。このプロファイル 
をクリックすることにより、パワーマネージメントの設定を簡単に切り換えることができま 
す。 

プロファイルは、変更および新規に作成できます。複数の設定を組み合わせて利用することに 
より、消費電力を抑えることができます。 

□設定プロファイル 

設定プロファイルを表示させるには、プロファイルを右クリックし、「開く」をクリックしま 
す。次の項目を設定できます。 

• システム 

-アィドル 

指定時間までキー入力やデータの入出力がなかつた場合、自動的に CPU のクロック周波 
数を下げます。的 A 〕 では、この機能は設定に関係なく、使用できません。 

. スタンバイ 

指定時間までキー入力やデータの入出力がなかつた場合、自動的に液晶ディスプレイの 
表示を消し、ハードディスクのモーターを止めます。オフに設をすると、この機能は無 
効になります。この設をは、ビデオスタンバイおよびハードディスクスタンバイよりも 
優先されます。 
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. サスペンド 

指を時間までキー入力やデータの入出力がなかった場合、自動的にサスペンド状態また 
は Save To Disk 状態に移行します。この際、 BIOS セットアップの設をにより、サスペン 
ド状態または Save ToDisk が態への移行のどちらかを選択できます。 〔 NA 〕 では、設赶こ 
関係なく 、 Save To Disk 状態へ移行します。 

• モデム着信レジューム 

サスペンド中に電話回線からモデムに着信したときに、本パソコンをレジュームさせる 
ことができます。的 A 〕 では、この機能は設定に関ななく、使用できません。 

• 時刻レジュ'—ム 

指をした時間に本パソコンを自動的にレジュームさせることができます。指を方法は、時 
間 （24 時間制）：分：秒の「:」を含む8文字を入力してください。時刻レジュームを停止 
する場合は、「00:00:00」を入力してください。 [ NA ] では、この機能は設定に関係なく、 
巧用できません。 

例；午前3時10分にレジュームさせる場合、「03:10:00」と入力します。 

P POINT 

► モデム着信レジューム、時刻レジュームが設定されている場合、 SaveToDisM 犬態には移 
行しません。 

► Windows は、ファイル操作時!^:1外にもハードディスクに対してアクセスする可能性があり 
まず。このため、省電カモードに移行する時間が、スタンバイやサスペンドで指定した時 
間より多少遅〈なることがあります。 

-ビデホスタンバイ 

指定した時間までにキー入力やデータの入出力がなかった場合、液晶ディスプレイの表 
示を消します。 

• ハードディスクスタンバイ 

指定した時間までにハードディスクへのアクセスがなかった場合、自動的にハードデイ 
スクの モーターを 止めます。 

• 内蔵モデムパワー 

モデムへの 電源供給を止めます。 〔 NA 〕 では、この機能は使用できません。 

□省電カモードへ移行するプロファイル 

本 パソコンを 省電カ モー ドへ移行させるための、次のプロファイルが用意されています。この 
プロファイルの設定を変更することはできません。 

•システムスタンバイ （め I ) 

このプロファイルをクリックすると、液晶ディスプレイの表示を消し、ハードディスクの 
モーターを止めます。復旧するには、キーボードかポインティングデバイスを操作します。 
• システムサスペンド （ 过） 

このプロファイルをクリックすると BIOS の設をに関係なくサスペンド状態になります。 
ただし、 〔 NA 〕 ではサスペンド状態になりません。 

• システム Save to Disk ( zl ) 

このプロファイルをクリックすると、本パソコンの BIOS の設をに関係なく ハー ドデ イス 
クの Save To Disk 領域にメモリの内容を待避します。ただし 、 Save To Disk 領域が設をさ 
れていない場合は、 [ NA ] を除き、サスペンド状態になります。 [ NA ] ではサスペンド 
状:態になりません 。 Save To Disk 領域については 、 「Save To Disk 領域を作成する」 
( ••► P .58) をご覧ください。 
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ビデオスタンバイ（旦） 

このプロファイルをクリックすると、液晶ディスプレイの表示を消します。 
ハードディスクスタンバイ（^) 

このプロファイルをクリックすると、ハードディスクのモーターを止めます。 

が重要 

► ハードディスクへアクセス中は、これらのプロファイルを実行しないで〈ださい。 

P POINT 

► 利用ち法の詳細は、 PowerPanel のオンラインヘルプをご覧〈ださい。 

► システムサスペンドおよびシステム Save to Disk 後は、 GlidePoint の機能（スク ロール ボタ 
ンやジェス チヤ） は使えな〈なります。 


Card Executive の操作方法 


Card Executive を利用することにより、 PC カードのホットスワップや CardBus 対•応の PC カー 
ドを Windows 上で利用できるようになります。 Card Exec 址 ve が巧応している PC 力ードの一 
覧は、「ドライバ'—ズ CDJ 内の「扣 pdate 评 suite ¥ Readme . txt 」 に記載されています。 

Card Executive でホットスワップサポ ■ —卜対象外となっている PC 力 ' —ドは、ホットスワップ 
できません。従来と同じ方法で利用してください。 

P POINT 

► Card Executive をインス I ルすると、 SCSI 力ード （ FMV - J 124) 経由でを続した CD-ROM 
ドライブでビデナ CD を再まできな < なります。 


■ PC 力ードの七ツト 

□ Card Executive 対応力ードの場合 

初めて PC カードを使用する場合は、ドライバをインストールする必要があります。 

1 管理を権限を持ったューザーアカウントで Windows へログオンします。 

2 PC 力ードをセットします。 

「 PCMCIA カードの構成が終了しました。」ダイアログボックスが表示されます。 

3 「0 K 」 をクリックします。 

画面の指示に従って操作してください。 

再起動後は、 PC カードの七ット/取り出しによるドライバのインストールは必要ありません。 

□ Card Executive 非対応力ードの場合 

Card Executive にえホ応したドライバが用意されていない場合は、 Windows 単体の環境と同じよ 
うに、 PC カードの七ット/取り出しはパソコン本体の電源を切ってから行ってください。 
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1 PC 力ードをセットし、パソコン本体の電源を入れます。 

之 Windows が起動後、管理を権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

PC カードが認識されると、 「 PCMCIA カードが機器構成できません」ダイアログボック 
スが表示されます。 

3 「 PC 力ードに付属のドライバをインストールする」を選択し、 PC 力ードに添付 
のドライバディスクをセットして 「 OK 」 をクリックします。 

ドライバがフロッピーディスクな外で提供されている場合は、 「 OKJ をクリックし、表 
示されるダイアログボックスでドライバのパスを入力してください。インストールの詳 
細は、を PC カードに添付されているマニュアルをご覧ください。 

な降、画面の指示に従って操作してください。 

P POINT 

► PC 力ード'モデムの場合は、「コントロールパネル」ウィンドウの「モデム」アイコンをダ 
ブルクリックして、モデムドライバをインストールする必要があります。 

■ PC 力ードの取り出し 

□ Card Executive 巧応力ードの場合 

Card Executive 就芯の PC カードは次のような手順で取り出すことができます。 

1 タスクバーの 「Card Excecutive 」 アイコンをちクリックし 、「 x x x x を停止 
する」をクリックします。 

2 「 PCMCIA 力ードの削除が完了しました」と表示されたら、 PC 力ードを耳又り出 
します。 

ただし、パソコン本体の PC カードアクセス表示が表示中は取り出さないでください。表示中 
に取り出した場合は、データを保証できません。 

□ Card Executive 非対応力ードの場合 

Card Exec 址 ve 非対応の PC カードの取り出しは、従来と同じ方法で行ってください （ "►『ハー 
ドウ エアガイド』 参照)。 

■ 現在七ットされている力ードの確認方法 

タスクバーにある 「 CardExecutive 」 アイコンをダブルクリックするか、「コントロールパネル」 
ウィンドウの 「Card Executive 2.0 for NT 」 アイコンをダブルクリックすることにより、現在 
セットされている PC カードの一覧を表示できます。 
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■ ドライバの削除方法 

不要になったドライバは、化のドライバと同じようにコントロールパネルを利用して削除して 
ください。 


P POINT 

► モデムカードで利用する COM 香号の設定 

PC 力ードモデムで利用する COM 香号を設定する場合は、タスク/く一の 「Card Executive 」 
アイコンをダブルクリックして、「設定」タブの「モデム機器構成」をクリックします。こ 
こで、 PC カード'モデムが利用できる COM 番号を指定します。本パソコンで設定可能な 
COM 番号は、2と3になります。ただし、他の機器がその COM 番号を利用している場合 
には、選択することができません。 

► Card Executive の詳細は、オンラインヘルプをご覧ください。 


NoteDock の操作方法 


NoteDock を利用することにより、 Windows の動作中にマルチベイユニットを交换できます。 

■デバイスの取り外し 

マルチベイユニットを取り外す、または交換する場合は、タスクバーにある 「 NoteDock 」 ア 
イコンを右クリックし、「デバイスを取り出す。」または「ベイデバイスの隙去/スワップ」を 
クリックします。これにより、現在接続されているマルチベイユニットの切り離し処理が行わ 
れます。マルチベイユニットの取り外しが可能になるとダイアログボックスが表示されるの 
で、マルチベイユニットを取り外してから 「 OK 」 をクリックしてください。 

P POINT 

► CMF ] では、 「0 K 」 をクリックしたあと、本パソコンがサスペンドしてからマルチべイユ 
ニットを取り外してください。 

なお、次のデバイスを取り外すときは、上記の取り外し操作は必要ありません。 

-内蔵 PC 力ード ユニット （ PC 力ードが挿入されていない場合） 

PC 力ードが挿入されている場合は 、 Card Executive を操作して PC 力ードを取り出し 
てください。 

-増設用内蔵/くッテリユニット（内蔵バッテリの電ミ也残量が十分にある場合、または AC 
アダプタを接備し電源が供給されている場合） 

■ モバイルマルチベイカバー 

が重要 

► マルチベイ ユニッ トを取り外したまま本パソコンを使用しないでください。 
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■デバイスの追加 

マルチベイユニットを追加する場合は、タスクバーの [ NoteDockJ アイコンを右クリックし、 
「ベイデバイスの挿入」または「デバイスを追加 J をクリックしてください。マルチベイユニッ 
卜の追加が可能になるとダイアログボックスが表示されるので、マルチベイユニットを取り付 
けてから 「 OKJ をクリックしてください。 

巧しいタイプのデバイスを初めて追加したときは、 Windows を再起動する必要があります。こ 
の場合は、画面の指示に従い、 Windows を再起動してください。 

P POINT 

► [ MF ] では、 rOK 」 をクリックしたあと、本パソコンをサスペンドしたことを確認してか 
らモバイルマルチベイ ユニッ トの交換を行って<ださい。 

が重要 

► ホットスワップ可能な状態で増設ハードディスクユニットを使用する場合、 FAT 領域は最 
大で 4 GB になります。また、「ディスクアド ミニ ストレー タ」 を起動すると、他の OS と 
の互換がなくなります 。 Windows NTlil 外の OS で使用する予定のある増設ハードディス 
ク ユニッ トは使用しないで〈ださい。 

► 増設ハードディスク ユニッ トを NTFS で運用する場合は、「ドライバーズ CD 」 の 
「¥ Update ¥ Psuite ¥ Readme . txt 」 を参照して、 Windows 運用時にマルチベイ ユニッ トの交換 
ができないようにして〈ださい。 

► 取り出し操作を行っていない場合、サスペンドが態や Save To Disk が態のときにマルチべ 
イユニットを 交換しないでください。点滅中に操作した場合、データを保証することはで 
きません。 
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6省電力 


本パソコンの省電力について説明しています。 

サスペンド/レジューム機能 


■ サスペンド/レジューム機能とは 

サスペンド/レジューム機能とは、 SUS/RES スイッチ （.•►『ハードウェア ガイド』参脱な 
どで本パソコンを一時停止（サスペンド）したときに、メモリ内のプログラムやデータをその 
ままの状態で保持し、次に SUS/RES スイッチを押したときに、すぐに作業を再開（レジュー 
ム）できる機能です。 

ナスペンド/レジュ ■ —ム機能は、添付の Portables S 山 te ( P.38) をインストールしている場 
合に巧用できます。 

P POINT 

► CNU 3〔 MR 〕[ MF ] では、サスペンド時のパソコン内部の情報の保存先は、 BIOS セット 
アップの「サスペンド動作」の設定 （••►『ハードウ エアガイド J 参照）により、次の2 
通りがありまず。 

■メモリ（システム RAM ) 

「サスペンド動作」を「サスペンド」に設定したときは、システム RAM で保持されます。 
電源は、 AC アダプタを接続している場合は AC 電源から、 AC アダプタを接続していな 
い場合はバッテリから供給されます。 

■ ハードディスク （Save To Disk 領域） 

「サスペンド動作」を 「Save To Disk 」 に設定したときは、ハードディスクの Save To 
Disk 領域に書き込まれて保存されます。また、この場合はパソコン本体の電源が自動的 
に切れます （"► P .58)。 

► CNU 3〔 MR 〕 CMF ] では、ご購入時は「サスペンド」に設定されています。 CNA 3 では、 
常に 「Save To Disk 」 に設定されており、変更できません。 


■ 留意事項 

• サスペンド/レジュ ■ —ム機能を f ま用する場合は、添付の Portables Suite をインスト ■ —ルして 
ください （"►P.38)。 

• Portables Suite をインストールしていない状態では、次の点に気をつけてください。 

.本 パソコンをサスペンドしないでください。 内蔵 ディスクの 内をが壊れる場合がありま 
す。 

- BIOS 設をの SUS/RES スイ ッチや カバークローズスイ ッチの部分の設をは必ず「巧用し 
ない」に設定してください （"►『ハードウェア ガイド』参照)。 

• SUS/RES スイッチやカバークローズスイッチを巧って、サスペンド/レジュームしたい 場 
合は、 Portables Suite をインストールし、 BIOS 設定の SUS/RES スイッチやカバークローズ 
スイッチの 設定を行ってください （"►『ハードウェア ガイド』参照）。 

• PowerPanel の設をは、次の BIOS 設定よりも優先されます。 

-「省電カモード」 

. 「モデム着信によるレジューム J :的の [ MR] [MF] 

. 「時刻によるレジューム J : [NU] [MR] [MF] 
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• パソコンをお使いの状況によっては、サスペンドや Save to Disk 状態、レジュームに時間が 
かかる場合があります。 

• サスペンドまたは Save to Disk 状態にしたあと、すぐにレジュームしないでください。必ず、 
10秒な上たってからレジュームするようにしてください。 

• 接続している周辺機器のドライバが正しくインストールされていない場合、サスペンドや 
Save to Disk 状態にならないことがあります。 

• レジューム時に、画面に一瞬ノイズが発生する場合があります。 

• 次の場合は、サスペンドや Save to Disk 状態にしないでください。 

• OS の起動処理中または終了処理中 

•パソコンが何か処理をしている最中（プリンタ出力中など）、および処巧完了直後 
. ハードディスク、フロッピーディスクまたはスーパーディスクにアク七ス中 
• モデムで通信中 

-オートラン CD-ROM (セットすると自動で始まる CD-ROM ) を巧用中 
-ビデオ CD や DVD などを再生中 
. 音楽 CD やゲームソフトなどのサウンドを再生中 
- CD - R や CD - RW に書き込みまたは書き換え中 

. ドライバのインストールが必要な周辺機器を接続しているが、ドライバのインストール 
が終了していないとき 

. ネットワーク環境で TCP / IP プロトコルな外のプロトコルを{ま用 
•周巧機器を取り付け/取り外しする場合は、サスペンドせず、パソコン本体の電源を切っ 
てください。また、周辺機器によっては、パソコン本体の電源を切らなくても接続できる 
ものもあります。 

『ハードウェアガィド』、または周辺機器に添付のマニュアルをご覧ください。 

• ネットワークに接続する場合は、必ず AC アダプタを接続してお{まいください 。 Save to Disk 
状態のときに AC アダプタの接続/取り外しを行うと、ネットワークの動作が不ま定にな 
ることがあります。 

• 別売の LAN 力ード（弊社;の FMV - J 182 A 、 FMV - J 185 など）をお使いになる場合は、 AC ア 
ダプタを接続し、 BIOS 七ットアップの「省電カモード」 （"►『ハードウ ェアガイド』参 
照）を「イ吏用しない」に設定してください。 

• ネットワーク環境によっては、省電力機能を巧用できない場合があります。 

•バッテリ運用の場合は、バッテリ残量に留意してください。バッテリ運用中にバッテリが 
切れると、作業中のデータがすべて失われてしまいます。 

■長時間お使いにならないときは、サスペンド機能をイま用せず、パソコン本体の電源を切っ 
てください。 

• バッテリを巧っているときのサスペンド可能な時間は、巧品のバッテリを満ホ電した状態 
で、約3日です （〔 MR 〕 では約1日になります)。 

• サスペンド時にはシステム RAM でのデータ保持のために電力を消費します。バッテリで 
巧っている場合は、バッテリ残量に留意してください。サスペンド中にバッテリが切れる 
と、作業中のデータがすべて失われてしまいます。長時間お使いにならない場合は、デー 
夕を保存してから Windows を終了させ、パソコン本体の電源を切ってください。 

• PC 力ードやプリンタなどの周辺機器を接続した状態で Save ToDisk 機能をイ吏用すると、レ 
ジューム時に周辺機器の情報が初期化されるため 、 Save To Disk 前の状態に戻らないことが 
あります。 





6 省電力 


• 次の場合は、サスペンド時のデータ保存時間が短くなるため、 AC アダプタで本パソコンを 
運用することをお勧めします。 

- BIOS セットアップの「省電力」メニューで、「モデム着信によるレジューム J の設定や 
「 LAN によるレジューム J の設定 （ .•►『ハー ドウェアガイド』参脱が「仿用する」の場合 

• お使いになる PC カードによっては、サスペンド時のデータ保存時間が短くなる場合があり 
ます。 

■サスペンド（作業を一時停止する） 

サスペンドの動作には、「サスペンド」と rSaveToDiskJ の2種類があります。ただし、 〔 NA 〕 

では rsaveToDiskJ の1種類のみです。 

切りをえは BIOS 七ットアップで行います （"►『ハードウ ェアガイド』参照)。 

Save To D 趾 領域の設をについては 、 「Save To Disk 領域を作成す る」 （ P .58) をご覧ください。 

本 パソコンをサスペンドさせるには、 SUS/RES スイッチ や カバークローズスイッチを巧 用す 

るホをがあります。 

□ 留意事巧 

• ナスペンド中は MAIN スイ ッ チを OFF にしないでください。作業中のデータがすべて失われ 
てしまいます。 

• オートラン CD - ROM を使用しているときにサスペンドすると、レジューム時に CD - ROM が 
二重に起動し、誤動作の原因になります。二重に起動した場合は、 CD - ROM のアプリケー 
シヨンをすべて終了し、 CD - ROM をセットし直してください。 

□ SUS/RES スイッチを使用する 

1 SUS/RES スイッチを巧します。 

状態表示 LCD (••►『ハードウェア ボイド』参照）の目や曰などが表示されていない 
ことを確言忍し、 SUS / 民 ES スイッチを押します。しばらくすると、状態表示 LCD の©が 
点滅し、液晶ディスプレイの表示が消えます。 

が重要 

► SUS / RES スイッチは4砂な上押さないで〈ださい。 SUS / RES スイッチを4砂)上押すと、 
本 パソコンの 電源が切れ、作成中のデータが失われることがあります。 

P POINT 

► BIOS セットアップの「サスペンド/レジュームスイッチ」の設定 （ ••►『ハー ドウエアガ 
イド]]参照）が「使用しない」の場合は、 SUS / RES スイッチを押しても本パソコンはサ 
スペンドしません。 

►【 Fn 】 キーを押しながら SUS / RES スイッチを押すと、 BIOS セットアップの「サスペンド動 
作」の設定 （••►『ハードウ エアガイド J 参照）にかかわらず 、 Save To Disk 機能が働き 
ます。ただし、この場合は、「モデム着信によるレジューム」や 「 LAN によるレジューム」 
の設定 （••►『ハードウ エアガイド J ] 参照）が無効となります。なお、 CNA ] では常に Save 
To Disk 機能が槪きます。 

► Save To Disk 機能でサスペンドしても Save To DisMi 能が働かないときは 、 Save To Disk 領 
域が削除されている可能性があります 。 Save To Disk 領域を作成し直して〈ださい 
C "► P -58)。 
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□ 液晶ディスプレイを閉じる 

1 状態表示 LCD (。•►『ハードウ エアガイド』参照）の日や曰などが表示されて 
いないことを確認し、液晶ディスプレイを閉じます。 

P POINT 

► BIOS セットアップの「力/くークローズサスペンド」の設定 （••►『ハードウ エアガイド J ] 
参照）を「使用しない」に設をすると、液晶ディスプレイを閉じたときにサスペンドしな 
いように設定できます。ただし 〔 MF 〕 では「使用しない」に設定した場合でも、本パソコ 
ンの動作中は液晶ディスプレイを閉じたままにしないで〈ださい。放熱が巧げられ、故障 
の原因となります。 

また、この場合は液晶ディスプレイを閉じないでください。 

► サスペンドが態になったことを示すピピッという音を確認してください（ボリュームを小 
さくしていると聞こえません）。また、ハードディスクの音が止まったことを確認して〈だ 
さい。サスペンドしないまま液晶ディスプレイを閉じると、か熱が巧げられ、故障の原因 
になります。 

► 液晶ディスプレイを閉じてもサスペンドしない場合、液晶ディスプレイを開いて SUS/RES 
スイッチを押し、サスペンドしたことを確認してから液晶ディスプレイを閉じてくださし、。 

■ レジューム（作業を再開する） 

レジューム には、次のホ法があります。 

□留意事項 

• レジュームしないときは、 MAIN スイッチが OFF になっていないか確認してください。 

□ SUS/RES スイッチを使用する 

液品ディスプレイが開いているときに使用します。 

1 SUS/RES スイッチを押します。 

SUS/RES スイ ッチを押すと、状態表示 LCD ののが点滅から常時表示になり、本 パソコ 
ンは動作状態になります。 

が重要 

► SUS / RES スイッチは4秒レ U 上押し続けないで〈ださい。4砂な上押すと、本パソコンの電源 
が切れます。 

□液晶ディスプレイを開く 

液晶ディスプレイが閉じているときに使用します。 

P POINT 

► BIOS セットアップの「カバーオープンレジューム」の設を （•■►『ハードウ エアガイド J 1 
参照）力《「使用しない」の場合は、液晶ディスプレイを開いても本パソコンはレジューム 
しません。 



6 省電力 


Intel® を jeedStepTM テクノロジ 


■ 対応機種 

次の機種のみで対応しています。 

• FMV -6113 NA 9 /B 

• FMV - 6000 NU/L 

• FMV - 6700 NU 9 /L 

• FMV -6750 M 民 9 /L 

• FMV - 6700 MF 9 /X 


■ Intel SpeedStep テクノ □ ジの概要 

本パソコンをバッテリで使っているときに、 CPU クロックの周波数を落とすとともに、 CPU 
動作電圧を藩とすことで節電するかどうかを設定します。 

本パソコンを AC アダプタで使っているときと、バッテリで使っているときとで別々に設定で 
きます。 

レくッテリに合わせた パフォーマンス」 に設定した場合、消費電力が低くなるので、バッテリ 
稼動時間が長くなります。 

■ 留意事項 

• タスクバーの'|^(バッテリでお f まいの場合は P ) をダブルクリックしても設を画面が表 
示されます。 

• BIOS 七ットアップの「 Intel ( R ) SpeedStep ( TM ) テクノロジ」 （"►『ハードウェア ガイド』参 
照）の項目でも設定を変更できます。 Intel SpeedStep の設定をを更すると、 BIOS セットアッ 
プの設をもを更されます。 
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7仮想ゾモリを設定する 


ここでは、仮想メモリ（ぺージングファイル）の設定方法を説明します。 

仮想、メモリの設をを行うには、仮想、メモリの「最大サイズ」分の空き容量がハードディスクに 
必要です。本体搭載メモリ容量が大きい場合などに、選択したドライブに十分な空き容量がな 
いときは、別のドライブに設定を行ってください。 

仮想、メモリの推奨値は、次のとおりです。 

初期サイズ：本体搭載メモリ+11 MB 
最大サイズ：初巧サイズ +50 MB 

ただし、ブートパーティションな外に設をする場合、あるいはページングファイルサイズが小 
さい場合などは、メモリダンプをファイルにできなくなります。ダンプファイルを取得する場 
合は、システムドライブに最低でも物巧メモリ+ 1 MB (仮想メモリの容量は含まず）の容量 
が必要です。 

1 管理を権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

2 「マイコンピユータ」アイコンをちクリックし、「プロパティ」をクリックしま 
す。 

「システムのプロパティ」ダイアログボックスが 表示されます。 

3 「パフォーマンス」タブをクリックし、「仮想メモリ」の「変更」をクリックし 
ます。 

「仮想、メモリ」ダイアログボックスが表示されます。 

4 ページングファイルが保巧されているドライブを変更する場合は、「ドライブ」 
の一覧で変更するドライブをクリックします。 

システム ドライブに十分な空きを量がある場合は、ドライブの変更は必要ありません。 

5 「選巧したドライブのぺージングファイルのサイズ」の「初期サイズ」または 
「最大サィズ J を適切な値に変更し、「設を」をクリックします。 

6 「0 KJ をクリックします。 

7 本パソコンをち起動します。 

なお、 r レジ スト リクォータ不足」の警告が表示されたり、イベント ビュー アに エラー メッ七一 
ジが表示される場合は、 「こんなときには」 （"► P .78) を参照してください。 





8 ファイルシステムの変換 


ファイルシステムの変あ 


本パソコンのハードディスク上のシステムドライブは、 FAT16 ファイルシステムで 
フォーマツトされています。 

FAT16 から NTFS Iこ変換することで、セキュリティや信頼性を強化できます。 
ファイルシステムを NTFS に変換する方法は、次のとおりです。 

P POINT 

► NTFS に変換した場合 ， Windows NT 4.0 .Windows 2000な外のオペレーティングシステム 
からは、そのパーテイシヨンのファイルにアクセスできな< なります。 



Windows NT 4.0 

Windows 

2000 

Windows 

98 /Me 

Windows 9 己 

OSR 2 な降 

Service 

Pack 4 が降 

Service 

Packs が前 

Windows NT の NTFS 

O 

O 

O 

X 

X 

Windows 2000 の NTFS 

O 

X 

o 

X 

X 

FAT32 

X 

X 

o 

O 

O 

FAT16 

O 

O 

o 

O 

O 


► すでに作成されているショートカットから、アプリケーションが起動できな<なる場合が 
あります。このときは、シヨートカットを削除し、再度作成して〈ださい。 


1 管理を権限を持ったユーザーァカウントでログオンします。 

2 「スタート」ボタンー「プログラム」一「コマンドプロンプト」の順にクリツ 
クします。 

「コマンドプロンプト J ウィンドウが 表示されます。 

3 次のように入力し、 【Enter】 キーを巧します。 

convert n: /fs:ntfs /v 

( n には、ファイルシステムを変換するドライブ名を指定します） 

ブートパーティションを 変換す る 場合は、次の メツセージが 表示されます （ブートパー 
ティションが C ドライブの場合）。 

「ファイルシステムの種類は FAT です。 

CONVERT で C : ドライブへの排他的アクセスを実行できないため、現時点では変 
換できません。次回のシステム再起動時にドライブの変換をスケジュールしますか 
( Y / N)?J 

4 [Y] キーを押し、 【Enter】 キーを押したあと、 Windows を再起動します。 

このとき、 Windows は2回再起動します。 
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9 Save To Disk 領域を作成する 


Save To Disk (セーブ■トウ■ディスク）機能とは、メモリの内容をハードディスク 
の Save To Disk 領域に待避させることにより、次回電源巧入時およびレジューム時 
じ、サスペンドな前の作業を再開することができる機能です。 

■ Save To Disk 領域とは 

Save To Disk 領巧は、ご購入時には作成されていません 。 Save To Disk 領域は、次の2つの形 
式のどちらかで作成します。 

• ファイルおま 

Save To D 址 領域をファイルの一部として作成します。ハードディスクの C ドライブが FAT 
でフォーマットされており、搭載メモリ容量に応じた空き領域があれば作成できます（下 
記を参照）。 

• 区画お式 

内蔵ハードディスクに Save To Disk 領域を専用区画として作成します。 PHDISK ューティリ 
ティを起動する前に、ディスクアドミニストレータなどを利用して空き領域を確認してく 
ださい（下記を参照)。 

必要量の空き領域が確保できない場合は、登録されている区画を削除し、必要な空き領域 
を作成してください。 

区画の変更を伴う場合は、データのバックァップおよび領域作成後に環境を復元する 
(Windows / ドライバ/アプリケーショ ンソフ トの再イ ンス トールなど）必要があります。 

■ Save To Disk 領域にお要な容量 

Save To Disk 領域に必要な容量は、搭載されているメモリを量によって次のようにを更されま 
す。 

Save To Disk 領巧の必要な容量=メインメモリを量+ビデオメモリ容量.その他 
Save To Disk 領域の必要容量には、メインメモリを量とビデオメモリ容量な外に若干の作業領 
虹でが必要です。そのため 、 Save To Disk 領也での容量は、メインメモリの容量とビデオメモリ容 
量の合計よりも多くなっています。 

が重要 

► メモリを増設した場合は 、 Save To Disk 領域を作成し直す必要があります。 

► 区画おまを選がしている場合、メモリを増設して Save To Disk 領域を作成し直すと、区画 
情報が変更され、内蔵ハードディスクに設定した全ドライブの内容が削除されます。事前 
に大切なデータはバックアップしておいてください。 

メモリを増設する可能性がある場合は、増設後のメモリに最適な未使用領域をあらかじめ 
ハードディスクに確保してお〈ことをお勤めします。十分な未使用領域が確保されている 
場合、区画情報は変更されません。未使用領域の確保は、「リカバリ CD - ROM 」 または「リ 
カバリ CD - ROM 起動ディスク」内の FD に K ユーティリティを使用して〈ださい。「リカ 
バリ CD - ROM 起動ディスク」の作成お法は 「ポー タブル CD - ROM ドライブを使巧するた 
めの 設定」 （••► P .11) をご 費 〈ださい。 






9 Save To Disk 領域を作成する 


■ Save To Disk 領域の作成 

Save To Disk 領域は次の手順で作成します。 

ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合は、「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」をあら 
かじめ作成しておいてください （"► P .11)。 

1 「リカバリ CD - ROM 」 を起動します。 

-内蔵 CD - ROM ドライブをお使いの場合 

起動方をについては「リカバリ方助の「内蔵 CD - ROM ドライブをお使いの場合」 
(••► P .67) の手順！〜4をご覧ください。 

. ポータブル CD - ROM ドライブをおイ吏いの場合 
起動方法については「リカバリホ法」の「ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの 
場合」 （"► P .68) の手順！〜2をご覧ください。 

2 「リカバリ CD - ROMJ 画面が表示されたら、 【 N 】 キーを押します。 

コマンドプロンプトが表示されます。 

3 次のように入力して、それぞれ 【 Enter 】 キーを巧します。 

-ファイル形式で作成する場合 

phdisk /c /f 

-区画形式で作成する場合 

phdisk /C /p 

現在のシステム構成に最適な Save To Disk 領巧が作成されます。 

P POINT 

► PHD に K ユーティリティの 詳細は、 「 PHD に K ユーティリティについて」 （"► P .60) をご 
覧〈ださい。 

4 次の操作を行います。 

-内蔵 CD-ROM ドライブをお使いの場合 

CD - ROM を取り出してから、 [ Ctrl ] + 【 Alt 】 + 【 Delete 】 キーを押して本パソコンを 
再起動します。 

•ポータブル CD-ROM ドライブをお使いの場合 
フロッピー ディスクと CD - ROM を取り出してから、にじ1】+ 【 Alt 】 + delete 】 キー 
を押して本パソコンを再起動します。 

区画形式で作成した場合は、必要に応じてリカバリを行ってください。 
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10 PHmSK ユーテイリテイに ついて 


ここでは、 PHDISK ユーティリティの概要、使用方まおよびオプションについて説 
明します。 


PHDISK ユーティリテイの概要 


• 機能 

Save To Disk 領域の作成、再フォーマット、削除および詳細情報の表示 

• 格納場所 

「リカバリ CD - ROMJ の ¥ Recover フォルダ内 
• 動作環境 

MS - DOS、Windows 98の MS-DOS モード （Windows NT 4.0 上では動作しません） 

• Save To Disk 領域の必要容量 

メインメモリ容量+ビデオメモリ容量+作業領域 

(区画お式で Save To Disk 領域を作成する場合は、ファイル形式で Save To Disk 領域を作成 
する場合よりも、大きな容量が必要になります） 

P POINT 

► ファイルおまで作成された Save To Disk 領域を、「ドライブスぺース」などのディスク圧縮 
機能で圧縮したドライブ上で巧用することはできません。 Save To Disk 領域をファイルお 
まで作成した場合は、ディスク圧縮機能を使用しないで〈ださい。 

► 本パソコンにミをせの「リカバリ CD-ROM」 または「リカバリ CD-ROM 起動ディスク」でパ 
ソコン本体を起動すると、 Windows 98の MS-DOS モードになります。 


PHDISK ユーティリティの使用方法 


PHDISK ( オプション } 

ホプションは次のとおりです。 

/CREATE /FILE (または/ PART IT ION) 

/DELETE /FILE (または/ PART IT ION) 

/REFORMAT /PARTITION 
/INFO 

それぞれのオプションは、先頭の 1 文字だけでも有効です。たとえば、 /CREATE と /C は同じ 
です。 PHDISK とオプションの間、オプションとオプションの間は、それぞれ半角空白を 1 つ 
入れてください。また、 PHDISK をオプションなしで起動すると、簡単な使用方法、現在作成 
されている領域などが表示されます。 







10 PHD に K ユーテイリテイについて 


■オプションについて 

• /CREATE /FILE ( または / PARTITION) 

このホ プショ ンは Save To Disk 領域がまだ作成され ていない 場合に使用します。 

/CREATE /FILE と指をすると、 Save To Disk 領域をファイル形式で作成します。 

/CREATE /PARTITION と指定すると、 Save To Disk 領域を区画形式で作成します。 Save To 
Disk 領域の容量は、現在のシステム構成で最適な容量の領域を作成します。 

区画 斤 ミ式で作成した場合、 Save To Disk 領域の作成が終わると、その区画のフォーマットを 
開始します。フォーマット中にハードディスクに不良セクタを見つけた場合は、そのセク 
夕にマークを付けて、が後使用しないようにします。 

が重要 

► ご購入時の設定では、ハードディスクに未使用領域がないため、区画お式で Save To Disk 
領域を作成する隙、 FD に K ユーティリティを使用して区画情報の変更が必要となります。 
大切なデータはバックアップしてください。 

► Save To Disk 領域を作成した場合は、必ずパソコン本体を再起動して〈ださい。 

作成した直後に Save To Disk を巧うと正しく動作しない場合があります。 

► Save To Disk 領域はファイルお式、または区画おまのどちらか一方しか作成できません。 

► ファイルおまは、 FAT ファイルシステムの場合のみ利用できます。 

• /REFORMAT /PARTITION 

区画形式で作成されている Save To Disk 領域を再フォーマットします。 

この オプションは、 Save To Disk 機能を使用していて、読み出しエラーや書き込みエラーが 
起こった場合に使用してください。すでに作成されている Save To Disk 領域を再フォーマッ 
卜します。再フォーマット中にハードディスクに不良セクタを見つけた場合は、そのセク 
夕にマークを付けて、が後使用しないようにします。 Save To Disk 領域の容量が変わること 
はありません。 

• /DELETE /FILE ( または / PARTITION) 

すでに作成されている Save To Disk 領域を削除する場合に使用します。 

/DELETE /FILE と指定すると、ファイル形式の Save To Disk 領域を削除します。 

/DELETE /PARTITION と指定すると、区画形式の Save To Disk 領域を削除します。 

Save To Disk 領域の容量を変更したい場合は、まず、 /DELETE によってすでに作成された 
Save To Disk 領域を削除したあと、 /CREATE によって新たに希望の容量の Save To Disk 領域 
を作成します。 

が重要 

► 区画形式で作成された Save To Disk 領域の容量を増やす場合は、システムが使用している 
区画の容量を FD に K ユーティリティを使用して減らす必要がありまず。区画容量を変更す 
ると、それまでのデータはすべて失われます。作業前に大切なデータのバックアップを忘 
れないでください。 
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• /INFO 

すでに作成され ている Save To Disk 領域に関する詳細情報を表示します。 

表示例 
《区画形式》 

Save to Disk 領域詳細情報： 

開始セクタ ： XXXXXXX (ヘッド X 、シリンダ XXX 、七クタ X ) 

全容量： XXXXX バイト 
現在の状態： 

現在の構成では、 XXXXXk バイトの Save to Disk 領域が必要です。 PHDISK はさらに多少 
の作業領域を必要とし、実際に必要な全領域のバイト数を自動的に計算します。 

《ファイル形式》 

Save to Disk 領域詳細情報： 

現在の Save to Disk 領城は、ファイル名が C :¥ SAVE 2 DSK . BIN で、サイズは XXXXXk bytes 
です。属性は、システム、隠しファイル、および読取専用です。 

現在の状態： 

現在の構成では、 XXXXXk バイトの Save to Disk 領域が必要です。 PHDISK はさらに多少 
の作業領域を必要とし、実際に必要な全領域のバイト数を自動的に計算します。 
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第3章 


リカバリと再インストール 

本パソコンをご購入時の状態に戻す「リカバリ」 
とソフトウェアの「ちインストール」について 
説明しています。 
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第 3 章 リカバリと再インストール 


1リカバリ概要 


Windows が起動しないなどの問題が発生した場合、リカバリを行います。 


リカバリの概要 


リカバリとは、「リカバリ CD - ROM 」 を使用して、 OS 、 ドライバなどのプレインストールソフ 
トウエアをご購入時の状態 （「プレインストール仕様の確認」 （"► P .14)) に戻す作業です。 
リカバリは、大きく 2種類に分かれます。 

• ご購入時の状態に戻す 

現在のハードディスクの領域設定はそのままで、 C ドライブをご購入時の状態に戻します。 
■領域を設をしたあと、ご購入時の状態に戻す 

ハードディスクの領域を設をしたあとご購入時のが態に戻します。 

現在のハードディスク領域を変更したいときには、領域設定が必要になります。 


リカバリの手順 


リカバリは次の手順で行います。 


■ ご購入時の状態に戻す場合 

ハードディスクの領巧設定は現在お使いの状態のまま、 C ドライブのみをリカバリします。 

1 リカバリ前の準備 (-► P .66) 

2 リカバリ方法（ご購入時の状態に戻す） 

内蔵 CD - ROM ドライブをお f まいの場合 （"► P .67) 

ポータブル CD-ROM ドライブをお使いの場合 （ ••►P.68) 

3 リカバリ終了後 （ ’► P .71) 

■領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す場合 

リカバリ中に画面上で確認しながら、ハードディスクの領巧を再設定します。 1 GB から 4 GB 
までの FAT 16 領域が設定できます。 100 MB 単位で2区画まで作成できます。 

1 リカバリ前の準備 ( ••► P .66) 

2 リカバリ方法（領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す） 

内蔵 CD - ROM ドライブをお使いの場合 （"► P .69) 

ポータブル CD-ROM ドライブをお使いの場合 （ ••►P.70) 


3 リカバリ終了後（： ► PJi ) 







1 リカバリ概要 


留意事項 


■次のソフトウェア、ドライバについては、リカバリ後、個別にインストールする必要があ 
ります。 

-カスタムメイドオプションのアプリケーション 

.モデムドライバ ([ NA ] 的の [ MR ] モデム搭載モデル、 [ MF ] でモデム/ LAN 両方を 
搭載しているモデル） （"► P .72) 

• 「ご購入時のが態に戻す（推奨)」な外を選択してリカバリを行った場合、 D ドライブは区画 
設定されます。リカバリ前にお、要なデータを必ずバックアップしてください。 

• リカバリやハードディスクの領巧のを更を行うと、 C ドライブのファイルはすべて削除され 
ます。必要に応じて事前にバックアップを行ってください。 

• 「ご購入時のが態に戻す（推奨)」を選択した場合は、リカバリを行っても、 C ドライブな外 
のドライブは フォーマッ トされません。 

• リカバリを行うと、 C ドライブは FAT 16 に設定されます。 NTFS に変换していた場合は、リカ 
バリ後再度変換してください （"► P .57)。 

■周辺機器を取りがけている場合は、それらをいったん取り外し、ご購入時の状態に戻して 
ください。 

• ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合は、 「ポータブル CD - ROM ドライブを巧 用す る 
ための 設定」 （"► P .11) を行ってください。 

■リカバリできる最大容量はお使いになるハードディスクにより若干異なります。 

• 本書では内蔵ポインティングデバイスでの操作を前提に記述してあります。 
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2リカバリ操作 


本パソコンをご購入時の状態に戻す「リカバリ」の方まを説明します。 

P POINT 

► リカバリに関する留意事項 （ "► P .65) をよ <ぉ読みのうえ、リカバリを行って〈ださい。 


リカバリ前の準備 


リカバリを実行する前に AC アダプタを接続し、次の操作を行ってください。 

■ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合 

1 リカバリ CD-ROM 起動ディスクの作成を行います い， ►P.U )。 

2 本パソコンにポータブル CD-ROM ドライブを接続します。 

3フロッピーディスクドラィブがない機種は FDD ュニットを接続します。 

■ BIOS 設定について 

BK ) S の設定をご購入時の設定に戻します （"►『ハードウェア ガイド』参照）。 

お{まいのモデルによっては、さらに設をが必要な場合があります。ご購入時の設定に戻したあ 
と、次の設定を行ってからリカバリを実行してください。 

• フロッピーディスクを使用する場合 

.「メイン」一 「フロッピー ディスク AJ : 1.44/ し 2 MB 3.5" 

. 「詳細」一「その化の内蔵デバイス設定」_「フロッピーディスクコントローラ」： f ま用する 

• スーパーディスクドライブを使用する場合 

.「メイン」一「フロッピーディスク AJ ;巧用しない 

.「詳細」一「その化の内蔵デバイス設を」一「フロッピーディスクコントローラ」：使用 
しない 

P POINT 

► BIOS セットアップの設ををご購入時と異なる設をに変をしていると、インストール時にエ 
ラーメッセージが表示されることがあります。 









2 リカバリ操作 


リカバリ方法に購入時の状態に戻す) 


本 パソコンを ご購入時の状態に戻します。ハードディスクの領域は変更されません。 

内蔵 CD - ROM ドライブをおイ吏いの場合と、ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合に分 
けて説明します。 

P POINT 

► リカバリを行うと、 C ドライブのファイルはすべて削除されます。必要に応じて事前にバッ 
クアップを行って〈ださい。 

► リカバリの巧要時間は、10分程度です。 

■内蔵 CD-ROM ドライブをお使いの場合 

次のものを用意してください。 

• 「リカバリ CD - ROM 」 

1 「リカバリ CD - ROM 」 をセットします。 

2 本パソコンを巧起動します。 

3 「 FUJITSU 」 ロゴの下に文字が表示されたら、すぐに 【 F 12】 キーを巧し続けます。 

「起動メニュー」が表示されます。 

「起動メニュ ■ 一」が表示されない場合は、にじ1】+ 【 Alt 】 + 【 Delete 】 キ'~を押して本 
パソコンを 再起動してください。 

4 CD - ROM ドライブを選択し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「リカバリ CD - ROMJ 画面が表示されます。 

5 [Page Up]【Page Down ] キ ー(〔 MR 〕[ MF 〕 は [ Fn ] +【 t 】【 U キ ー) 
で説明を スクロールして 内容を確認し、 【 Y 】 キーを 巧します。 

6 「ご購入時の状態に戻す（推奨)」が反転表示されていることを確認して Enter 】 
キーを巧します。 

確認の画面が表示されます。 

P POINT 

► ハードディスクの領域を設をし直してリカバリしたい場合は、「領域を設をしたあと、ご賭 
入時のが態に戻す」を還巧してください。画面を見ながら区画を任意に設をし、リカバリ 
できます （ "► P .69)。 

T 【 Y 】 キーを巧します。 

しばらくすると 「NORTON 畑 ost ™」 の画面が表示され、ファイルのコピーが始まります。 
リカバリが終了すると「復元作業が正常に終了しました。」と表示されます。 

公 CD - ROM を取り出してから、本パソコンの電源を切ります。 

9レ: A 降、「リカバリ終了後」を参照して操作を行ってください （••► P .71)。 
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■ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合 

次のものを用意してください。 

•「リカバリ CD - ROM 」 

•作成した「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」 （"► P .11) 

1 「リカバリ CD - ROM 」 と「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」をセットします。 
2 本パソコンをち起動します。 

3 【Page Up】【Page Down ] キ ー([ MR 〕〔 MF 〕 は 【 Fn 】+ n 】【 i 】キ ー) 
で説明を スクロールして 内容を確認し、 【 Y 】 キーを 巧します。 

4 「ご購入時の状態に戻す（お契）」が反転表示されていることを確認して 【 Enter 】 

キーを押します。 

確認の画面が表示されます。 

P POINT 

► /、ード'ディスクの領域を設をし直してリカバリしたい場合は、「領域を設をしたあと、ご 賭 
入時の巧態に戻す」を 選 巧して〈ださい。画面を見ながら区画を任意に設をし、リカバリ 
できます （ "► P .69)。 

S 【 Y 】 キーを巧します。 

しばらくすると 「NORTON 畑 ost ™」 の 画面が表示され、 ファイルの コピーが始まります。 
リカバリが終了すると「復元作業が正常に終了しました。」と表示されます。 

6 フロ ッピーデ ィスクと CD - ROM を取り出してから、本 パソコンの 電源を切りま 
す。 

7 な降、「リカバリ終了後」を参照して操作を行ってください （"► P .71)。 



2 リカバリ操作 


リカバリ方法（領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す） 

ハードディスクの領域を設定したあと、本パソコンをご購入時の状態に戻します。画面で確認 
しながら、1つのハードディスクを2個の領域に設定できます。 1 GB から 4 GB までの FAT 16 
領域が作成できます。指定できる容量は 100 MB 単位になります。 

この方法では、 C ドライブにリカバリを行い、 D ドライブに NTFS の空の領巧を作成します。 

が重要 

► 区画の設をを行うことにより、ハードディスクの内容がミ肖えてしまうことがあります。あ 
らかじめ必要なデータはバックアップしておいて〈ださい。 

■内蔵 CD - ROM ドライブをお使いの場合 

次のものを用意してください。 

• 「リカバリ CD - ROM 」 

1 「リカバリ CD - ROM 」 をセットします。 

2 本パソコンを再起動します。 

3 「 FUJITSU 」 ロゴの下に文字が表示されたら、すぐに 【 F 12】 キーを巧し続けます。 

「起動 メニュー」 が表示されます。 

「起動メニュ ■ 一」が表示されない場合は、 [ Ctrl ] + 【 Alt 】 + 【 Delete 】 キ'~を押して本 
パソコンを 再起動してください。 

4 CD - ROM ドライブを選択し、 【 Enter 】 キーを巧します。 

「リカバリ CD - ROMJ 画面が表示されます。 

5 [Page Up]【Page Down ] キ ー(〔 MR 〕[ MF 〕 は [ Fn ] +【 T 】【 i 】キ ー) 
で説明を スクロールして 内容を確認し、 【 Y 】 キーを 巧します。 

6 「領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す」を選巧し、 Enter 】 キーを巧 
します。 

領巧の設定ち法により、ここからの操作は異なります。 

7 領域の設定方法により、次の操作のどちらかを行ってください。 

が重要 

► 領域をを更すると、ハードディスク巧のすべてのデータが失われます。 

•「領域を任意に設定して戻す」を選おし、 【 Enter 】 キーを巧します。 

C ドライブの容量を任意に設をしてください。【叫卜】キーを押すと、 100 MB 単位 
で、領域を設定できます。 

領域を設定したら、に nter 】 キーを押します。 

•「領域をご購入時の状態にして戻す」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

ハードディスク内の領域が、ご購入時の設をとなります。 
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8 【 Y 】 キーを巧します。 

領域の設をが行われ、再起動メッセージが表示されます。 

9 【 Enter 】 キーを巧します。 

本パソコンが再起動します。 

「FUJITSUJ ロゴの下に文字が表示されたら、すぐに 【 F 12】 キーを押し続けます。 

「起動メニュー」が表示されます。 

10 CD - ROM ドライブを選択し、 Enter 】 キーを巧します。 

ファイルのコピーが 始まります。 

ファイルのコピーが 終了すると、「復元作業が正常に終了しました。」と表示されます。 

11 CD - ROM を取り出してから、本パソコンの電源を切ります。 

12 な降、「リカバリ終了後」を参照して操作を行ってくださいい •► P .71)。 

■ポータブル CD - ROM ドライブをお使いの場合 

次のものを用意してください。 

• 「リカバリ CD-ROMJ 

•作成した「リカバリ CD-ROM 起動ディスク J ( ••► P .11 ) 

1 「リカバリ CD - ROM 」 と「リカバリ CD - ROM 起動ディスク」をセットします。 
2 本パソコンをち起動します。 

3 【Page Up】【Page Down ] キ ー([ MR 〕〔 MF 〕 は 【 Fn 】+ n 】【 i 】キ ー) 
で説明を スクロールして 内容を確認し、 【 Y 】 キーを 巧します。 

4 「領域を設定したあと、ご購入時の状態に戻す」を選択し、 Enter 】 キーを巧 
します。 

領域の設をホをにより、ここからの操作は異なります。 

5 領域の設定方法により、次の操作のどちらかを行ってください。 

が重要 

► 領域を変更すると、ハードディスク内のすべてのデータが失われます。 

•「領域を任意に設定して戻す」を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

C ドライブの容量を任意に設をしてください。【^】【一】キーを押すと、 100 MB 単位 
で、領域を設定できます。 

領巧を設定したら、 【 Enter 】 キーを押します。 

•「領域をご購入時の状態にして戻す」を選巧し、 【 Enter 】 キーを押します。 

ハードディスク内の領域が、ご購入時の設をとなります。 


6 【 Y 】 キーを巧します。 

領域の設をが行われ、再起動メッセージが表示されます。 



2 リカバリ操作 


T 【 Enter 】 キーを押します。 

本パソコンが再起動します。 

ファイルのコピーが 始まります。 ファイルのコピーが 終了すると、「復元作業が正常に 
終了しました。」と表示されます。 

P POINT 

► 「CD-ROM プレイヤーを見つけることができません。」というメッセージが表示された場合 
は、一度電源を切り、しばら〈してからもう一度電源を入れてください。 

8フロ ッピーディスクと CD - ROM を取り出してから、本パソコンの電源を切りま 
す。 

9 レ: A 降、「リカバリ終了後」を参照して操作を行ってください （ ‘► P .71)。 


リカバリ終了後 


本パソコンの電源を切ったあと、次の操作を行ってください。 

1 周辺機器が取り付けられている場合は、すべて取り外します（カスタムメイド 
オプションを除く）。 

P POINT 

► PC 力ードをおをいの場合は、忘れずに PC 力ードをおいて < ださい。 

2 電源を入れます。 

3 レ: A 降、第1章を参照して Windows のセットアップを行ってください （ s ^ P . S )。 

セットアップ後、必要に応じてソフトウェアをアンインストールしてください （"► P .21)。 
また、必要に応じてドライバ、添付アプリケーションまたはカスタムメイドオプションのアプ 
リケーションをインストールします。 

P POINT 

► 巧のモデルをお使いの場合は、モデムドライバをインストールして < ださい （"► P .72)。 
- [NA] [NU] [MR] モデム搭載モデル 
- 〔MF〕 でモデム/ LAN 両モを搭載しているモデル 
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3ソフトウェアの再インストール 


-部のドライバおよびアプリケーシヨンのインストール方法を説明します。 


が重要 

► ソフトウェアのインス I —ルを巧った場合は 、 Windows NT Service Pack 6 a をインス I — 
ルし直してください （••► P .74)。 


操作に必要なもの 


• ドライバーズ CD 
•「 Microsoft ® IME 98」 の CD-ROM 

• 「 ドライバのバックアップ」 （••► P .12) で作成したレくックアップディスク」のうら、次のもの 
. 「ドライバディスク for Windows NT (民） 4.0 V 1.1 LIODJ 

. 「民 ealtek 民 TL 8139 PCI Fast Ethernet Windows NT (民） 4.0 LAN Driver V 3.91 」 （ 的 A 〕 の LAN 

搭載モデル） 

•「Intel 8255 x-based PCI Ethernet Adapter Windows NT (民） 4.0 LAN Driver V 5.00 .71」([ NU ] 
[ MR ] [ MF ] の LAN 搭載モデル） 


P POINT 

► カスタムメイド'オプションのアプリケーションについては、添付の『アプリケーション補 
足説明書 il をご覧ください。 

► 必要なドライバやアプリケーションをインス！—ルしたら 、 Windows NT Service PackSa 
を必ずインストールしてください （••► P .74)。 

► インス I ル時に 「Windows NT Workstation 4.0 Disci 」の CD - ROM を要まされた場合は、 
rc :¥ support ¥ i 386 j と指定して〈ださい。 


ドライバの再インス!ル 


が重要 

► すでにインストールされているドライバについては、特に問題がない限りインストールし 
ないでください。 


ドライバのインストールは、それぞれのドライバのインストール手順をご寛ください。 
インストール手順は「ドライバーズ CD 」 内の次の表の場所にあります。 


ドラィバ 

機種 

インストール手順の保存場所 
とファイル名 


CNA ] 

¥ Nt 40¥ AtiM 6¥ 民 eadme.txt 

ディスプレイドライバ 

[咖 

¥ Nt 40¥ I 8 1 5 em ¥ 民 eadme.txt 

[ MR ] 

¥ Nt 40¥ AtiM 4¥ 民 eadme.txt 


[ MF ] 

¥ Nt 40¥ Ati ¥ 民 eadme.txt 














3 ソフトウエアの再インストール 


ドラィバ 

機種 

インストール手順の保存場所 
とファイル名 

サウンドドライバ 

[ NA ] 

¥ Nt 40¥ STAudio ¥ readme.txt 

〔咖 [ MR ] 

¥ Nt 40¥ ACAudio ¥ readme.txt 

[ MF ] 

¥ Nt 40¥ YMAudio ¥ 民 eadme.txt 

LAN ドライバ 

[ NA ] 

¥ Nt 40¥ 民 tl 8139 Yinstall.txt 

[ NU ] [ MR ] [ MF ] 

LAN 搭載モデル 

¥ Nt 40¥ Landrv¥instalLtxt 

モデムドライバ 

〔 NA ] モデム搭載モデル 

¥ Nt 40¥ LTmodem 3¥ readme.txt 

[ NU ] [ MR ] モデム搭載モデル 

¥ Nt 40¥ LTmodeml ¥ readme.txt 

[ MF ] モデム搭載モデル 

¥ Nt 40¥ LTmodem 2¥ readme.txt 

フラットポイントのドライバ 

[ NA ] [ NU ] [ MR ] [ MF ] 

¥ Nt 40¥ Alps ¥ 民 eadme.txt 


この表が外のドライバについては、「ドライバーズ CDJ 内の rindexcd . htmj で該当するドラ 
イノくのフォルダ名称を確認し、フォルダ内の 民 eadme . txt または Install . txt をご覧ください。 


■ 3 モードフロッピーディスクドライバのインス!ル 

3モードフロッピーディスクドライバのインストールは、レくックアップディスク」から行い 
ます。 

1 管理を権限をちつたューザーァカウントでログオンします。 

2 「ドライバディスク for Windows NT ( R ) 4.0 V 1.1 L 10 D 」 とラベルが貼られたフ 
ロッピーディスクをセットします。 

3 「スタート」ボタンー「プログラム」一 rWindows NT エクスプローラ」の順に 
クリックします。 

「ェクスプローラ」 ウインドウが表示されます。 

4 フロッピーディスクの 「¥3 mode 」 フナルダに移動します。 

5 「 floppyOO . inf 」 をちクリックし、「インストール」をクリックします。 

P POINT 

► rfloppyOOj と表示される場合や、 「 floppyOO 」 が複数表示される場合があります。これは、 
「登録されているファイルの拡張子は表示しない」がチェックされているためです。 
WindowsNT エクスプローラで 「表示」 メニュ ー- > 「オプション」 の順にクリックし、拡 
張子を表示するように設定してください。 

ドライバがインストールされ、再起動メッセージが表示されます。 

6 フロッピーディスクを取り出し、「はい」をクリックします。 

Windows が再起動すると、3モードフロッピーディスクドライバが有効になります。 
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■ Windows NT Service Pack 6 a のインス I —ル 


Windows NT Service Pack 6 a には 、 Windows NT に対■する新しい修正、な前にリリースされた 
Service Pack の修正が含まれています。ドライバなどのインストール後や、ネットワークの設 
をを変更した場合は 、 Windows NT Service Pack 6 a をインストールしてください。 

1 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指まして実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

C : ¥ support ¥ sp ¥ sp 6 i 38 d . exe 

「 Windows NT Service Pack 七ットアップ」ダイアログボックスが表示されます。 

P POINT 

► Portables Suite をインストールしてある場合は、「コンピユータにサードパーティ製のシス 
テムユーティリティ（パワーマネージメントや PC 力ードユーティリティなど）がインス 
卜ールされているのを検出しました。」と表示されます。 「OK」 をクリックして〈ださい。 

4 「同意する」をチェックし、「インストール」をクリックします。 

メッセージに従ってインストールを続けます。インストールが終了すると、再起動メッ 
セージが表示されます。 

5 「巧起動」をクリックします。 

P POINT 

► Windows のバージョン情報は、巧の手順で見ることができます。 

1. 「マイコンピュータ」アイコンをダブルクリックします。 

2. 「ヘルプ」メニュ ーー >「/くージョン情報」の順にクリックします。 

► 新しいドライバなどをインストールしたあとは、 Service Pack6a を再度インストールして 
〈ださい。 

■ Ultra DMA の設定 

ハードディスクに UltraDMA の設定を行うことができます。なお、設をできるチヤネルは、次 
の通りです。 

• 的 A 〕[ MF ] :プライマリ IDE 
• [ NU ] [ MR ] :プライマリ IDE / 七カンダリ IDE 

1 管理を権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指をして実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

C: 车 support ¥ sp ¥ dmacheck . exe 

「ATAPI DMA サポート」ダイアロダボックスが表示されます。 

4 「チャネル0」の 「 DMA 検出状態」で「有効」をクリックし、 「 OK 」 をクリック 
します。 

「警告」ダイアログボックスが表示されます。 




3 ソフトウェアの再インストール 


5 「はい」をクリックします。 

「完了 J ダイアログボックスが表示されます。 

6 「0 K 」 をクリックします。 

な上で設をは終了です。再起動すると、 DMA が有効になります。 

設をが有効になっているかどうかを確認するには、再度 dmacheck . exe を起動します。 

プレインス I ルソフトの再インス I ル 


■ Internet Explorer 5.01 のインス I —ル 

ご購入時には Internet Explorer 5.01 がインストールされています。 

再インストールを行う攝合は、「リカバリ CD - ROM 」 の¥圧5¥圧 5 SETUP を実行してください。 

P POINT 

► Internet Explorer のインス I — ルは、 Windows NT Service Pack 6 a のインス I — ル後に巧つ 
てください。 

■ Intel SpeedStep のインス I ル （ FMV -6113 NA 9/ B 、 FMV - 6000 NU / し 
FMV - 6700 NU 9/ L 、 FMV -6750 MR 9/ し FMV - 6700 MF 9/ X ) 

1 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ ] ：¥ nt 40¥ iss ¥ setup . exe 

「ようこそ」ダイアログボックスが表示されまず。 

4 「次へ」」をクリックします。 

「製品ライセンス契め」ダイアログボックスが表示されます。 

5 「はい」をクリックします。 

「七ットアップの完了」ダイアログボックスが表示されます。 

6 「はい、直ちにコンピュータを巧起動します。」をクリックし、「完了」をクリッ 
クします。 
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■ Windows 環境調査ツール (FM Advisor) のインストール 

1 管理を権限を持ったューザーアカウントでログオンします。 

2 「ドライバーズ CD」 をセットします。 

3 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

4 「名前 J に次のように入力し、 「OK」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ] ：¥nt40¥fmadv¥advisor¥setup. exe 

メッセージに従ってインストールを続けます。 

■ Acrobat Reader のインス I— ル 

1 管理を権限を持ったューザーアカウントでログオンします。 

2 「ドライバーズ CD」 をセットします。 

3 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

4 「名前 J に次のように入力し、 「OK」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ] : ¥nt40¥ac¥acrobat¥ar405jpn. exe 

5 「次へ J を2回クリックします。 

6 「情報 J で 「OK」 をクリックします。 

7 本パソコンをち起動します。 

■ FMV 診断のインス I ル 

1 管理を権限を持ったューザーアカウントでログオンします。 

2 「ドライバーズ CD」 をセットします。 

3 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

4 「名前 J に次のように入力し、 「OK」 をクリックします。 

[CD-ROM ドライブ] : ¥nt40¥fmvd i ag¥fmv505b¥d i sk1 ¥setup. exe 

メッセ'—ジに従ってインスト ■ —ルを続けます。 


第 4 章 


困ったときに 

おかしいなと思ったときや、わからないことが 
あったときの対処方法について説明していま 
す。 


1こんなときには . 78 

2それでも解決できないときは . 86 

3その他の留意事項 . 89 









第 4 章困ったときに 


1こんなときには 


ここでは、 Windows の使用時に直面する問題について、 Q & A 形式でまとめています。 
また、トラブルが発生したときや困ったときの参照ホを説明しています。 


トラブル発生時の参照先 


■ Windows に関して 

添付の Windows の マニュアルか、「スタート」メニューに 登録されているホンライン ヘルプを 
ご覧ください。 

■八ードウエアに関して 

『ハードウェアガイド』をご覧ください。 

トラブルシューティング 


□オンラインヘルプやエラーメッセージの対処方法を参照しても原因がわからない 

• 本パソコンでは、次のパソコン診断アプリケーシヨンを用意しています。 

Windows 環境調査ツ^—ゾレ （FM Advisor) 

FM Advisor の使用方法は次のとおりです。 

し 「スタート」ボタン^「プログラム J ^ rpMAdvisorJ ^ FfMA dvisorJ の順にクリッ 
クします。 

調査結果が表示されます。 

FMVfl 断 

FMV 診断の使用方法は次のとおりです。 

し 「スタート」ボタンー 「FMV 診断」の順にクリックします。 

あとはメッセージに従って操作してください。 

P POINT 

► 超 動 中のアプリケーシヨンや 常 I 主プログラムはすべて格了してください。 

► スクリーンセーバーは「なし」に設をして〈ださい。 

► フロッピーディスクドライブを診断する場合は、フォーマットるみのフロッピーディスク 
をセットして < ださい。 

► CD-ROM ドライブを診斷する場合は、お手持ちの CD-ROM をセットしてください。 
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□ Windows が起動しなくなった 


■「ドライバーズ CD」 に入っている 「QT-PC/U」 という診断プログラムでパソコンの診断を 
してください。 

診が後にエラーコードが表示された場合は、メモなどに控えておき、お問い合わせの陈に 
お知らせください。 

診断時間は通常 5 〜 10 分程度ですが、彰断するパソコンの環境によっては長時間かかる場 
合があります。 

P POINT 

► rQT-PC/Uj によるパソコンの診断は、内蔵 CD-ROM ドライブから実行できます。ポータ 
ブル CD-ROM ドライブからは、実行できません。 

し 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

2. 本パソコンの電源を一度切り、再び電源を入れます。 

3. 「 FUJITSU 」 ロゴの下に文字が表示されたら、すぐに 【 F12 】 キーを押し続けます。 

起動メニューが表示されます。 

4. CD-ROM を選択し、 【 Enter 】 キーを押します。 

自動的に診断が開始されます。診断は6項目にっいて行われ、を項目の彰断結果が画 
面の rSTATUSJ の部分に表示されます。 

•診断でエラーが発生した場合は、 rSTATUSJ 部に 「 ERROR 」 と表示され、画面の 
「Message Display 」 部に 8 巧のエラーコードが表示されます。 

お問い合わせの際は、表示されたエラーコードをお知らせください。 

•診断でエラーが発生しなかった場合は、 「STATUSJ 部に 「NO ERROR 」 と表示され 
ます。 

5. 診断が終了し、画面の rMessage Display] 部に次のように表示されたら、 CD-ROM を 
取り出します。 

Eject CD-ROM. 

Press Ctrl + ALT + DEL for power off 

6. 【 Ctrl】+ [Alt] + delete 】 キーを押します。 

7. 次のように表示されたら、 【 Enter 】 キーを押します。 

[Ctrl+ALT+DEL Push] -> Power off execute ok (ENTER)? 

約 5 秒後に電源が切れます。 

ただし、機種によっては次のように表示され、自動的に電源が切れない場合がありま 
す。 

Please power off manually 

この場合は、パソコン本体の電源を切ってください。 

• 上記の操作でエラーが発生しなかった場合は、「リカバリと再インストール」 （ "►P.63) を 
ご K になり、本パソコンをご購入時の状態に戻して < ださい。 

それでも解かしない場合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合せを口」またはご購入 
元にご連絡ください。 


□ディスプレイドライバ、サウンドドライバ、 LAN ドライバが正しく動作しない 

■各ドライバをインストールし直す必要があります。 

お使いの機種に巧応するをドライバは、 「デバイスー覧」 （"► P .16) でご確認ください。イ 
ンストールホ法については、 「ドライバの再インストール」 （"► P .72) をご覧ください。 
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□モデムを追加したい 


• 次の手順で追加してください。 

なお、モデム搭載モデルの場合は、 「ドライバの再インストール」 （"►P.72) で該当する 
ドライバのフォルダ名称を確認し、フォルダ内にある Readme.txt をご覧ください。 

し 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

2. 「スタート」ボタン^「設定」^「コントロールパネル」の順にクリックします。 
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

3. 「モデム」アイコンをダブルクリックします。「新しいモデムのインストール」ダイア 
ログボックスが表示されます。 

4. 「モデムを一覧から選択するので検出しない」をチェックし、「次へ」をクリックします。 

5. 「製造元」からモデムメーカーを、「モデル」から該当するモデムを選択し、「次へ」を 
クリックします。 

P POINT 

► モデムにドライバディスクが添せされている場合は、それらをセットしてから「ディスク 
巧巧」をクリックし、該当するモデムを選がします。 

6. 「選択したポート」をクリックし、表示されている COMn ( n には数字が表示されてい 
ます）をクリックして、「次へ」をクリックします。 

7. 「完了」をクリックします。 

「モデムのプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

8. 「ダイヤルのプロパティ」をクリックします。 

9. 巧在化の設定を行い、「閉じる」をクリックします。 

国/地域番号：現在お使いになっている国を選択します（例：日本)。 

巿外局番：現在お使いになっている場巧の巿外局番を入力します（例： 03)。 

外線発信番号：内線を巧用しているホで、外線にかける場合に必要な番号を入力しま 
す（例： 0) 。 

ダイヤルホ法：電話の契約がプッシュ回線の場合はトーン、ダイヤル回線の場合はパ 
ルスを選択します。 

10. 「閉じる」をクリックします。 

□プリンタを追加したい 

• 次の手順で追加してください。 

し 管理者権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

2. 「スタート」ボタンー「設定」^「プリンタ」の順にクリックします。 

3. 「プリンタの追加」アイコンをダブルクリックします。 

「プリンタの追加ウィザード」ダイアログボックスが表示されます。 

な降は、 ローカル プリンタを追加するか、ネットワークプリンタを追加するかで手順 
が異なります。 

ローカル プリンタの場合 

4. 「このコンピュータ」をクリックし、「次へ」をクリックします。 

5. 「利用可能なポート」の 「 LPT 1: J をチェックし、「次へ」をクリックします（通常は 
LPT 1 ですが、空いていない場合は別のポートを選択します)。 

6. 「製造元」からプリンタメーカーを、「プリンタ」から該当するプリンタを選択し、「次 
へ」をクリックします。 





1 こんなときには 


P POINT 

► プリンタにドライバディスクが;’表せされている場合は、それらをセットしてから「ディス 
クイま用」をクリックし、該当するプリンタを選巧します。 

7. 「プリンタぶ」でプリンタの夕前を付け、「次へ」をクリックします。すでにほかのプ 
リンタドライバがインストールされている場合は、 Windows アプリケーションで選が 
したプリンタを通常使うかどうかを選択し、「次へ」をクリックします。 

8. プリンタを共有しない場合は、「共有しない」をクリックし、「次へ」をクリックしま 
す。共有する場合は「共有する」をクリックし、「共有あ」を付け、「次へ」をクリッ 
クします。 

9. テストページを目口刷する場合は、「はい（推奨)」をクリックし、印刷しない場合は「い 
いえ」をクリックします。 

10. 「完了」をクリックします。 

ネットワークプリンタの場合 

4. 「ネットワークプリンタサーバー」をクリックし、「次へ」をクリックします。 
「プリンタの接続」ダイアログボックスが表示されます。 

5. 「共有プリンタ」からプリンタを選択し、 「OKJ をクリックします。 

6. すでに化のプリンタドライバがインストールされている場合は、 Windows アプリケー 
ションで選択したプリンタを通常使うかどうかを選択し、「次へ」をクリックします。 

7. 「完了」をクリックします。 

□ 光磁気ディスクを使用したい 

■ PC 力ード （ SCSI ) f 妾続の光磁気ディスクドライブを使用して〈ださい。 

□ 光磁気ディスクドライブをスーパーフロッピーお式で使用したい 

• 光磁気ディスクドライブの設定は必要ありません。光磁気ディスクをスーパーフロッピー 
お式でフォーマットするには、本パソコンに添付の 「 MO ディスクフォーマッタ」を使用 
してください。 

次の手順で MO ディスクフォーマッタをインストールしてください。 

し 管 a を権限を持ったユーザーアカウントでログオンします。 

2. 「ドライバーズ CD 」 をセットします。 

3. 「スタート」ボタン^「ファイルぶを指をして実行」の順にクリックします。 

4. 「夕前 J に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ nt 40¥ moformat ¥ setup . exe 

5. あとはメッセージに従ってインストールします。 

なお、 MO ディスクフォーマッタの巧用ホをについては、「ドライバーズ CD 」 の 
「 ¥ Nt 40¥ Moforma ぜ Readme.txtJ をご覧く ださい。 

P POINT 

► MO ディスクフホーマッタを使用する場合は 、 Card Executive に対応した SCSI ドライバを 
使用しないでくださし、。 

□ キーボードの NumLock がオンの状態で、 Windows を起動したい 

• NumLock がオンの状態でログオフすると、ホ回から NumLock がオンの状態で起動します。 
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□ Windows 95や MS-DOS のように、パソコン同±をシリアルケーブルで接続し 
てデータをやりとりしたい 

• RAS (Remote Access Service ) の機能を使うことによって、シリアルケーブル接続でデー 
夕をやりとりできます。 

「モデムを追加したい」 （••► P .80) に従ってモデムの追加を行います。このとき、「製造元」 
から「（標準のモデムドライバ）」を、「モデル」から「シリアルケーブル PC - PC 接続」を選 
択してください。 

□ ログオン時のパスワードに、大文字、小文字の区別はありますか？ 

• あります。 

□自動ログオン（パスワード入力なしでログオンすること）に設定したい 

• ホの手順で設定してください。 

し管理者権限を持ったューザーアカウントでログオンします。 

2. 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3. 「名前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

regedt32 

4. 「ローカルマシン上の HKEY _ LOCAL _ MACHINEJ ウィンドウをアクティブにし、次の 
レジストリに移動します。 

「 HKEY _ LOCAL _ MACHINE ¥ SOFTWARE ¥ Microsoft ¥ WindowsNT ¥ CurrentVersion ¥ Winlogon 」 

5. 「 AutoAdminLogon 」 をダブルクリックします。 

氏「文字列」の値を「1」に変更し、 「 OK 」 をクリックします。 

7. rDefaultPasswordJ をダブルクリックします。 

8. 「文字列 J に rOefaultUserNameJ の 項目にリストされている ューザーの パスワードを入 
力し、 「 OK 」 をクリックします。 

9. 「レジストリ」メニューー>「レジストリエディタの終了」の順にクリックします。 

が重要 

► 手順8でパスワードを設定しない場合は、次回のログオン時のみ自動ログオンできます。 

► レジストリの変更時に誤った設定を行うと、ネパソコンが起動できなくなることがありま 
す。変更するときは、十分にミち意してください。 

► 手順5および手順7のレジストリの値がない場合は、「編集」メニューー> I ■値の追加」の順 
にクリックし、それぞれ次のように入力して、 「0 K 」 をクリックします。 

-手順5 

値の名前 ： AutoAdminLogon 
データタィプ： REG_SZ 
-手順7 

値の名前 ： DefaultPassword 
データタ ィプ： REG_SZ 

► ネットワーク環境において 、 Windows NT 4.0 の自動ログオン磯能を使用する場合、本パソ 
コン 起動時にサーバーに接縮できないことがあります。この場合は、サーバーへの再接綿 
を行ってください。 

► 自動ログオン磯能を使用してネットワークに接綿した場合、正規ユーザーレ U 外がネット 
ワークにログインすることが可能になります。セキュリティ上の問題が発生する場合、自 
動ログオン機能を使用しないでください。 
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□ マウスポインタのデザインを変えたい 

■「コントロールパネル」ウィンドウの「マウス」アイコンをダブルクリックし、「ポインタ」 
タブで設定してください。 

なお、ご購入時や Windows の標準インストール後は、一部のデザインのマウスポインタし 
かインストールされていません。次の手順でマウスポインタをインストールしてください。 
し「スタート」ボタンー「設定」一「コントロールパネル」の順にクリックします。 
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

2. 「アプリケーションの追加と削除」アイコンをダブルクリックします。 

3. rWindows NT 七ットアップ」タブをクリックします。 

4. 「ファイルの種お」から「アク七サリ」をクリックし、「詳細」をクリックします。 

5. 「ファイルの種類」の「マウスポインタ」をチェックし、 「 OKJ をクリックします。 

6. 「適用」をクリックします。 

「ディスクの挿入」ダイアログボックスが表示されます。 

7. roKj をクリックします。 

「ファイルが必要」ダイアログボックスが表示されます。 

8. 「コピー元」に次のように入力し、 「 OKJ をクリックします。 

c ： ¥support¥i386 

ファイルのコピーが始まります。コピーが終了すると「アプリケーションの追加と削 
除のプロパティ」ダイアログボックスに戻ります。 

9. 「 OK 」 をクリックします。 

□「レジストリクォータ不足」の警告 （ r システムのレジストリクォータが不足してい 
ます。レジストリクォータを増やすには、「コントロールパネル」ウィンドウの「シ 
ステム」を起動して r 仮想メモリ」をクリックしてください。」）が表示された 

• 次の手順で設定してください。 

し管 a を権限を持ったューザーアカウントでログオンします。 

2. 実行中のアプリケーションを終了します。 

3. 「スタート」ボタンー「設定」一「コントロールパネル」の順にクリックします。 
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

4. 「システム」アイコンをダブルクリックします。 

「システムのプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

5. レくフォー マンス」 タブをクリックし、仮想、メモリの「を更」をクリックします。 

6. 「最大レジストリサイズ （ MB )」 に 「19 J と入力し、 「 OKJ をクリックします。 
「システムのプロパティ」ダイアログボックスに戻ります。 

7. 「閉じる」をクリックします。 

8. 「今すぐ再起動しますか？」と表示されたら、「はい」をクリックします。 

操作後も上記のメッ七ージが表示される場合は、「最大レジストリサイズ （ MB ) J を r 20 J 
な上に設定してください。 
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□ 表示画面が乱れる 

• アプリケーションを使用中に、アイコンやウィンドウの一部が画面に残ってしまった場合 
は、ホの手順でウィンドウの再表示を行ってください。 

し ウィンドウの右上にある最小化ボタンをクリックし、アプリケーションを最小化しま 
す。 

2. タスクバーに最小化されたアプリケーションのボタンをクリックすると、ウィンドウ 
が再表示されます。 

P POINT 

► 次のような場合に表示画面が舌 L れることがありますが、動作上は問題ありません。 

■ Windows 起動時および画面の切り換え時 

- DirectX を使用した一部のアプリケーション使用時 

□ネットワークに接続しないで本パソコンを使用したい 

TCP / IP プロトコルを f 吏用し、 「 DHCP サーバから IP アドレスを取得する J を設定した状態 
(ご購入時の設駐で、ネットワークに接続せずに本パソコンをイま用する場合は、次の操作 
を行ってください。再び、ネットワークに接続して巧用する場合は、元の設をに戻してか 
ら使用してください。 

設定を行わずに起動すると、次のような現象が起こる場合があります。 

- 「 DHCP クライアントは IP ア ドレスを取得できませんでした」というエラーが表示される 
.Intel SpeedStep の設をが「最大 パフォーマンス」 からを更できなくなる 

P POINT 

► [ MF ] は、巧の巧態で本パソコンを起動した場合は、自動的に内蔵 LAN がほ用できないが 
態となり、設をを行う必要はありません。 

なお、 LAN が巧用できない状態は、本パソコンを再起動するまでち効です。 

- 「 BIOS セットアップ」で「内蔵 LAN デバイス」を「自動」に設をしているに購入時の設を） 

■ AC アダプタと LAN ケーブルが接続されていない 

•「DHCP サーバから IP アドレスを取得する」から 「 IP アドレスを指定する」へ設定を変更し 
ます。 

次の手順に従って設定を変更してください。 

し 「スタート J ボタン ー 「設定」^「コントロールパネル J の順にクリック します。 
「コントロールパネル」ウィンドウが 表示されます。 

2. 「ネットワーク」アイコンをダブルクリックします。 

3. 「プロトコル」 タグをクリックし、 「 TCP/IP プロトコル」 を選択して、 「プロパティ」 を 
クリックします。 

「Microsoft TCP/IP のプロパティ」 ダイア ロ グボックスが表示されます。 

4. 「 IP アドレス」タグで 「 IP アドレスを指をする」をクリックし、 rip アドレス」「サブ 
ネットアドレス」を入力します。 

5. 「 OK 」 をクリックします。 

「ネットワーク」ダイアログボックスが表示されます。 

6. 「 OK 」 をクリックします。 

7. 本パソコンを再起動します。 




1 こんなときには 


が重要 

► 「 IP アドレスを指定する」が指定されている場合は、本設定を巧う必要はありません。 

► 設定を変更したあと、再度ネットワークに接錦して使用する場合は、次の手順を巧ってく 
ださい。 

1. 「スタート」ボタンー「設定」一「コントロールパネル」の順にクリックします。 
「コントロールパネル」ウィンドウが表示されます。 

2. 「ネットワーク」アイコンをダブルクリックします。 

3. 「プロトコル」タグをクリックし、 「 TCP / IP プロトコル」を選がして、「プロパティ」 
をクリックします。 

「Microsoft TCP / IP のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

4. 「 IP アドレス」タグで 「 DHCP サー/くから IP アドレスを取得する」をクリックします。 

5. 「 DHCP を有効にしますか？」と表示されたら、「はい」をクリックします。 

6. 「 OK 」 をクリックします。 

「ネットワーク」ダイアログボックスが表示されます。 

7. 「 OK 」 をクリックします。 

8. 本パソコンを再起動します。 

• BIOS セットアップで「内蔵 LAN デバイス」を「使用しない」に設定します。 

次の手順に従って設定を変更してください。 

し 本 パソコンの 電源を入れ、 「 FUJITSU 」 ロゴの 下に文字が表示されたら、すぐに [ F 2] 
キーを押し続けます。 

2. 「詳細」 一 「その他の内蔵デバイス設定」 一 「内蔵 LAN デバイス」を「使用しない」 
に設定します。 

3. 【 Esc 】 キーを2回押し、「変更を保存して終了する」が選択されていることを確認して 
から 【 Enter 】 キーを押します。 

4. 「はい」を選択し、 【 Enter 】 キーを押しまず。 

が重要 

► 再度ネットワークに接続して使用する場合は、 BIOS セットアップの項目を元の設をを戻し 
て〈ださい。なお、ご購入時は次のように設をされています。 

- [ NA ] [ NU ] [ MR ] :使用する 
- [ MF 〕 ：自動 
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2それでも解みできないときは 


下記の連絡先にお問い合わせください。なお、お問い合わせ前に機種名と MODEL 
を確認し、 「お問い合わせ前の確認シー ト」 （ •►P.88) に環境とトラブル状況など 
を記入してください。 

■ 機種名と MODEL の表記場所 

パソコン本体下面のラベルに記載されています。 

FMVXXXXXX - ] —機種名 

MODEL FMVXXXXXX - MODEL 

MADE IN JAPAN 

富 ± 通株ま会な 


■連絡先 


こんなときには 

こちらへ 

添付品の不備 

ご購入元 

故障かなと思われたとき 

「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」※ま 
たはご購入元 

FM シリーズの技術的なご質問.ご申目 
誘 

「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」^ 

本パソコンにインストールされてい 
るソフトウェアのお問い合わせ 

「お問い合わせ一覧」 （"► P .87) 


※：「富 ±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」の連絡ホは，添付の r 修理サービス 網一覧 ま』を ご覧く ださい。 

■情報サービス 

また、次のホをで情報サービスを行っております。 


富±通パソコン FAX サービス 
(カタログ、 Q & A 情報） 

043-299-3642 (千葉） 

06-故 49-3270 (大阪） 

インターネット 

(製品の技術情報、 Q & A 情報） 

富±通パソコンホームページ FM WORLD.NET 
http :// www . fmworld . net / 
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お問い合わせ一覧 


本 パソコンに 添付され ているソフトウエアの 内容に ついては、 次の連絡先にお問い合わせくだ 
さい。なお、記載の情報は、2001年7月現在のものです。電話番号などが変更され ている 場 
合は、「富±通 パーソナル 製品に関するお問合せ窓口」へお問い合わせください。 


• はじめよう！インターネット （@ nifty ) 

-入会/ @nifty サービス全般 
ニフテイ 株式会杜 @nifty サービスセンター 
9:00〜21:00 (指定の休日を除く） 

電話： 0120 -816-042 

(携帯 - PHS • 海外の場合： 03-5444-2902) 
じ- mail : feedback (化 niftv.com 

URL : http :// www . nifty . com / support / madoguchi / 
index.htm 

-パスワード再発行/各種手続き/解約 
ニフテイ株式会な @ nifty カスタマーセンター 
9:00〜21:00 (指定の休日を除く） 

電話： 0120 -842-21 日 

(携帯 - PHS . 海外の場合： 03-5471-5806) 
t - mail : feedback (化 mftv.com 


• VirusScan Ver .4.5 

日本ネットワークアソシェイツ株式会社 

テクニカルサポー ト センター 

9:00〜12:00、13:00〜17:00 (± 日、祝祭日を除く） 

電話： 03-3379-7770 

URL : http :// www . nai . com / iapan / 

• Adobe Acrobat Reader 4.05 

ソフトウュア提供会杜横より無償で提供されてい 
る製品のため、 ユーザー サポートはございません。 
ご了承ください。 

• アプリケーション（カスタムメイドオブション） 

各アプリケーションのマニュアルをご覧くださ 
い。 

• その他 FM シリーズの技術的なご質問-ご相談 

富±通パーソナル製品に関ずるお問合せ窓口 
(添付の『修理サービス網一覧表』をご覧ください） 


本ソフトウェア製品の中には第 S 者のソフトウェア製品が含まれています。お客様の本ソフトウェア製品の使用開始について 
は、おを様が弊社の「ご使用条件」に同意された時点とし、第=をのソフトウュア製品についても同時に使用開始とさせてい 
ただ‘ホホ十 

なお、第兰をのソフトウェアについては、製品の中に特に記載された契約条件がある場合には、その契約条件にしたがい取り 
扱われるものとします。 
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お問い合わせ前の確認シート 


■ お客様の環境 


お使いの 

パソコンの 

機種は？ 

機種を； FMV 

MODEL : FMV 

購入曰： 

購入店： 



本体標準： 

MB 



メモリの容量は？ 

増設： 

MB 

[メーカー： 

] 




[型番： 

] 


増設した 

周辺機器は？ 

種類 

型番号 

メーカー 











お使いの 

ソフトウエアはマ 

ソフトウ X ア名 

バージョン/レベル 

メ ーカー 

Windows NT 

4-00 (Service Pack 6 a ) 

- 








■ トラブル状況 


トラブルの内容は？ 


何をしているときに 
起こりましたか？ 


エラー メ ツセー ジは 
表示されましたか？ 

その内容は何ですか？ 


お前は問題なく 
動作していましたか？ 

-な前は動作した 
-今回初めて試した 
-な前から動作しない 


88 










3 その他の留意事項 


3その他の留意事巧 


本パソコンをお使いになるうえでの留意事項を記載しています。 

■ Windows NT の CD - ROM を要ホされた場合 

ドライバのインストール時などに 、 「Windows NT Works は tion 4.0 Disci 」 の CD - ROM を要求さ 
れる場合があります。このときは、 「 c :¥ support 巧386」と指をしてください。 

が重要 

► rc ： ¥Support¥l386j フォルダは削除しないで < ださい。削除すると、ネットワークコン 
ポーネントの追加などができな< なります。 

■本パソコンで使用するソフトウエア 

古いバージョン/レベルのソフトウェア（アプリケーション、ドライバ）を使用すると、本パ 
ソコンおよびソフトウェアが正常に動作しない場合があります。本パソコンに添付されている 
ソフトウェアは、添付されているバージョンを{ま用するか、その最新版を入手して{ま用してく 
ださい。 

また、本パソコンに添付されていないソフトウェアの場合も、最新版を使用してください。 


■化の OS を使うには 

Windows 2000など、化の OS を使うには、いくつかの設をを行う必要があります。また機種に 
より巧用できない OS もあります。詳しくは、富±通パソコンホームページ FMWORLD.NET 
( http :// www . fmworld . net /) をご覧く ださい。 

なお、インターネットをご利用になれない場合は、ご購入元にご確認ください。 


■ Acrobat Reader について 

市販のアプリケーションによっては、インストールの際に 、 Acrobat Reader を一緒にインストー 
ルするものがあります。このとき、本パソコンにプレインストールされている Acrobat Reader 
4.05 よりも低いバージョンのものがインストールされてしまうことがあります。 

バ'—ジョンをご確認のうえ 、 Acrobat Reader 4.05をインスト ■ —ルし直してください （ "► P .76)。 

■ ディスクアドミニスト レータ 

ディスクアドミニストレータがディスクにアクセスできるようにするために、初めてディスク 
アドミニストレータを起動したとき、ディスクに署をを書き込む必要があります。次の手順で 
署をを書き込んでくださぃ。 

"f 「スタート」ボタンー「プログラム」一「管理ツール（共通）」一「ディスクア 
ドミニストレータ」の順にクリックします。 

「ディスクアドミニストレータ」ダイアログボックスが表示されます。 

2 「 OK 」 をクリックします。 

「確認」ダィアログボックスが表示されます。 
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3 「はい」をクリックします。 

ディスクに署名が書き込まれ、ディスクアドミニストレータでディスクをアクセスでき 
るようになります。 

■ Windows NT 4.0 Service PackGa に関する留意事項 

• Windows NT 4.0 Service Pack 6 a をイ ンスト ’ —ルした環境に巧しいコンポ ■ —ネントをインス 
トールすると、正常に動作しない場合があります。 

これは、追加したコンポーネントのファイルが 、 Service Pack 6 a のコンポーネントのファイ 
ルと異なる場合があるためです。たとえば 、 Service Pack 6 a をインストール後、ネットワー 
クを組み込んだときに、サーバサービスが正常に動作しなくなる現象が確認されています。 
原因は、 「 C :¥ Support ¥ I 386 J からインストールされたネットワークモジュールが 、 Service 
Pack 6 a のネットワークモジュールと異なるためです。このような場合は、再度 Service Pack 6 a 
をインストールする必要があります。 

• ネットワークがインストールされていない環境に Service Pack 6 a をインストールしたあと、 
フォントやマルチメディアドライバなどを追加する陈に「参照」をクリックすると 、 Windows 
NT がインストールされているドライブしか表示されない場合があります。 

インストール元がフロッピーディスクまたは CD - ROM の場合は Windows NT がインストー 
ルされているドライブに適当なフォルダを作成し、このフォルダにインストールするドラ 
イバやファイルをあらかじめコピーしてからインストールしてください。 

なお、「マルチメディア」の「ドライバのインストール」では、フルパスを入力してインス 
トールすることもできます。 

• シャットダウン時またはログオフ時、次のエラーメッセージが表示されることがあります 
が、動作に問題はありません。 

「ウインドウステーションがシャットダウン中であるためアプリケーションが初期化に 
失敗しました。」 

このメッ七ージが表示されたあとにログオンすると、日本語入カシステムとして MS - IME 97 
を使用している場合、下記の現象が起きることがあります。なお、文字入力は正常に行え 
ます。 

. MS - IME 97 のツールバーを「タスクバーに入れる」に設定していると、「日本語入カイン 
ジケータ」が表示されなくなることがあります。 

「日本語入カインジケータ」を表示させるには、 MS - IME 97 を再まオンにしてください。 

. MS - IME 97 のツールバーを「ドッキング可能」に設をしていても、ドッキング機能が有効 
にならないことがあります。 

• 「画面のプロパティ」の「スクリーン七ーバー」タブで、スクリーン七ーバーとして「チヤ 
ンネルスクリーン七ーバー」を指をしないでください。アプリケーションエラーが発生し 
ます。 

• ソフトウェアを使用するときに、次のようなメッセージが表示される場合があります。 

パフオーマンスモニタ： perfmon.exe - DLL が見つかりません。 

ダイナミックリンクライブラリ snmpapi . dll が指定されたパス 
C :¥ WINNT ¥ system 32;.; C :¥ WINNT ¥ system 32; C :¥ WINNT ¥ system ; 
C :¥ WINNT ; C :¥ WINNT ¥ system 32; C:¥WINNT に見つかりません。 

この場合、次のホをで回避できます。 

.ネットワークプロトコルに 「 TCP / IP プロトコル」を追加する。 

• Windows NT Service Pack 6 a を再インストールする （ " ► P .74) 〇 



3 その他の留意事項 


• イベントビュー アに エラーが 登録され る 場合に ついて 

本 ワークステーションへのログオン 時、 「イベントビューア」 に次の エラーが 登録される攝 
合があります。この場合、下記に記載してあるいずれかのホ法にて回避してください。 
イベントの： 7001 
リ ース： Service Contol Manager 

種類： エラー 

説明： Protected Storage サービスは次のエラーのために開始できなかった Remote 

ProcedureCall ( RPC ) Service サービスに依存します： 

サービスは開始後に開始待ち状態で ハングし ました。 

イベントの： 7022 
リ ース： Service Contol Manager 

種類： エラー 

説明： Remote Procedure Call ( RPC ) Service サービスは開始時にハンダしました。 

-回避方法 

. し IPX プロトコルを削除する。 

IPX プロトコルを使用していない攝合は、次の手順に従い IPX プロトコルを削除します。 
し 「ネットワークコンピュータ」を右クリックし、「プロパティ」をクリックします。 
「ネットワ'ーク」ダイアログボックスが表示されます。 

2 . 「プロトコル」 タブをクリックし、「ネットワーク プロトコル」 から 「NWLi 址 IPX / 
SPX 互換トランスポート」を選択し、「削除」ボタンをクリックします。 

3. 「はい」をクリックします。 


•2. TCP / IP プロトコルをインストールし、 TCP / IP プロトコルを使用する。 


- 3. DCOMCNFG の既定のプロトコルタブで NetBEUI の優先順位を上げる。 

し 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックしまず。 

2. 「ぶ前」に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

dcomcriTg 

「分散 COM の構成のプロパティ」ダイアログボックスが表示されます。 

3. 「既 をの プロ トコル」 タブを選択し、 「 DCOM プロ トコル」 から 「 Connection-oriented 
NetBEUI 」 を選択します。 

4. rConnection-oriented NetBEUI ] が 「Datagram IPXJ より上に表示されるまで「上へ」 
をクリックします。 

5. 「 OK 」 をクリックします。 

■ Internet Explorer 5.01 の留意事項 

「スタート」ボタン^ 「設定」^ 「タスクバー」の 順に クリックし、 rr スタート」メニューの 
設定」タブから削除を行うとエラーが発生します。 

削除するときは、「スタート」ボタンを右クリックして「開く」をクリックし、スタートメ 
ニューのプログラムから該当する項目を削除してください。 
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■ ダイヤルアップ接続設定後に発生する問題 

Internet Explorer 起動時に、インターネット接続ウイザードのセットアップオプションで「新 
しいインターネットアカウントにサインアップします（電話回線はモデムに接続されていま 
す)」を選択してダイヤルアップ設定を行うと、 Windows 起動時に次のエラーメッ七ージが表 
示されることがあります。 

「1つが上のサービスまたはドライバがシステム起動時にエラーになりました。 

詳しくはイベントビューアを使用してイベントログを確認してください。」 

このときイベントログに「システム接続されたデバイスが機能していません。」という内容の 
エラーが記録されます。 

このエラ'—メッセ'ージを表示させないようにするためには 、 Windows NT Service Pack 6 a を再イ 
ンストールしてください。 

■スーパーディスクドライブ取り付け時の設定 [ MF ] 

スーパーディスクドライブを取り付ける場合は、次の設定を斤ってください。 

1 「スタート」ボタンー「設を」一「コントロールパネル」の順にクリックします。 

「コントロールパネル」ウインドウが表示されます。 

之 「デバイス」アイコンをダブルクリックします。 

「デバイス」ダイアログボックスが表示されます。 

3 「デバイス」から 「 Sfloppy 」 を選択し、「スタートアップ」をクリックします。 

4 「スタートアップの種類」の「ブート」をクリックし、 「0 K 」 をクリックします。 

「デバイス」ダイアログボックスが表示されます。 

5 「はい」をクリックします。 

6 「閉じる」をクリックします。 

7 Windows をシャットダウンし、本パソコンの電源を切ります。 

8 スーパーディスクドライブを巧り付けます。 

9 本パソコンの電源を入れます。 

10 BIOS セットアップを行います （•►『ハードウ エアガイド』参照）。 

P POINT 

► スーパーディスクドライブにスーパーディスクまたはフロッピーディスクなどの媒体を 
セットしたが態で Windows にログオンすると、セットされている媒体をエクスプローラ 
からフォーマットできな< なります。 

スーパーディスクドライブにな体がセットされていないことを確認してから、 Windows に 
ログナンして〈ださい。 



3 その化の留意事項 


■ ビデオ CD をお使いになる場合 

本パソコンでビデオ CD をお使いになる場合は、媒体（ビデオ CD など）をセットしていない 
状態で本パソコンを起動後、ビデオ CD をセットして再生してください。 

■ スーパーフロッピーお式の光磁気ディスク 

SCSI カードなどに添付されているフォーマッタを巧用して、光磁気ディスクをスーパーフ 
ロッピーお式でフォーマットした場合、 Windows で認識できないことがあります。光磁気ディ 
スクをスーパーフロッピー形式でフォーマットする場合は、添付の 「MO ディスクフォーマッ 
夕」を f ま用してください （"► P .81)。 


■ 内蔵モデム経由でナンパーディスプレイ対応の電話香号に接続するには 

「184 J 「186 J を付けてダイヤルすると正常に接続できない場合があります。「184」 ri 86 j と接 

続先の電話番号の間に「，（カンマ）」を入れてダイヤルしてください。 

■ ネットワーク使用時の留意事項 

次の LAN デバイスを複黨:使用したネットワーク運用は行えません。 

• 2枚の LAN カード 

• パソコン本体の内蔵 LAN デバイスと LAN カード 

この組み合わせで LAN カードをお使いになりたい場合は、 BIOS 設定で、 LAN を「使用し 
ない」に設定してください （••►『ハードウェア ボイド』参照)。 

■ プリンタ関連の留意事項 

□ FMLBP シリーズ、 FMPR シリーズをお使いの場合 

デバイスフォントの白色を使用した場合、印刷結果が画面と異なる場合があります。白色で巧 

刷する場合は、デバイスフォントな外で印刷してください。 

□ FMLBP 225 PS 、 FMLBP 211 PS をお使いの場合 

• r ドキュメント」ダイアログボックスの「ドキュメントのオプション」内の「プリンタの機 
能 J にある「標準に戻す」は機能しません（クリックしても、変更前の設定が態には戻り 
ません）。 

• 「ドキュメント J ダイアログボックスのレ、 ーフ トーンカラーの調整」で「明るさ」や「コ 
ントラスト J などを調整しても、印刷には反映されません。 

■用紙の種類を 「 A 4 横 J のような「 XX 横 J に設をしても、正しく目口刷できません。このよ 
うなデータを巧刷する場合は、用紙の種類で 「 A 4」、 巧刷の向きを「横」のようにして印刷 
してください。 

□任意の用おサイズを設定する場合 

富±通 FM シリーズ用シリアルプリンタでフォームを使用する場合、 f ま用できるフォームのサ 

イズはそれぞれのドライバによって次の範囲となっています。この範囲外のものは巧用できま 

せん。なお、下記のシリアルプリンタのすべてについて動作を保証するものではありません。 
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• 用紙サイズの設定 

プリンタの 「ファイル」メニューー> 「サーバーの プロパティ」 の順にクリックし、「用紙」 
タブの「新しい用紙を作成する」をチェックして作成します。任意の用紙サイズを設定で 
きます。 

詳細については、 Windows NT のマニュアルおよびオンラインヘルプをご覧ください。 

幅： 5日〜345.4 mm (1.79 〜 13.6 インチ）高さ： 50 〜 420.0 mm (1.79 〜 16.5 インチ）のドライバ 

(136 がプリンタ） 

「FUJITSU FMP 民18日」 

「FUJITSU FMPR -353 G 2 J 
「FUJITSU FMP 民-% 1」 

「FUJITSU FMP 民-671」 

「FUJITSU FMP 民- 359 F 1」 

「FUJITSU FMP 民-456」 

「FUJITSU FMP 民-374」 

「FUJITSU FMP 民- 373 ( Color )」 

「FUJITSU FMLP -351 J 
「FUJITSU FMP 民-672」 

幅： 5 日〜203.2 mm (1.79 〜 8 インチ）高さ ： 50 〜 420.日 mm (1.79 〜 16.5 インチ）のドライバ 
(80 がプリンタ） 

「FUJITSU FMP 民- 302 G 2」 

「FUJITSU FMPR -204 BJ 
rFUJITSU FMPR-lOlWj 
rFUJITSU FMPR -102 GJ 
rFUJITSU FMPR -303 GJ 
rFUJITSU FMP 民- 221 G 」 

幅： 50 〜 42 日. 0 mm (1.79 〜 16.5 
(1% がプリンタ） 

「FUJITSU FMP 民36日」 「FUJITSU FMP 民360 ( Color )」 

rFUJITSU FMJP -211 J 

幅： 25.4 〜 345.4 mm (1 〜 13.6 インチ）高さ： 25.4 〜 558.8 mm (1 〜 22 インチ）のドライバ 
( ESC/P シーケンス） 

「FUJITSU ESC / P 」 rFUJITSU FMP 民- 375 E 」 

「FUJITSU FMLP -37 IE 」 「FUJITSU FMP - P 民 12 IG 」 

■キーボード関連の留意事項 

□親指シフトキーボード 

•親指シフトキーボード特有のキー（「〜」、「『」、「』」、「£」など）は、これらの文字の出力 
をサポートしたかな漢字モジュールを使用しなければ入力できません。 

• IME 起動時に黨:字、記号キーを押すと、 IME の入カモードが英数に変わります。一度【カタ 
カナ/ひらがな】キーを押してください。 

• Windows 上で動作する MS-DOS アプリケーションでは、親指シフトキーボードでの日本語入 
力はできません。 


rFUJITSU FMP 民- 302 A 2」 
rFUJITSU FMPR -204 W 」 
rFUJITSU FMP 民- lOlB 」 
rFUJITSU FMP 民-601」 
rFUJITSU FMJP - IOIG 」 

インチ）高さ： 50 〜 420.0 mm (1.79 〜 16.5 インチ）のドライバ 


rFUJITSU FMP 民18日 ( Color )] 
rFUJITSU FMP 民- 353 A 2」 
rFUJITSU FMP 民-372」 
rFUJITSU FMP 民-654」 
rFUJITSU FMP 民-455」 
rFUJITSU FMP 民- 371 A 」 
rFUJITSU FMP 民- 366 ( Monochrome )」 
rFUJITSU FMP 民- 366 ( Color )」 
rFUJITSU FMP 民- 373 ( Monochrome )」 


3 その他の留意事項 


□起動時のキーボード入力 

Windows 起動時にキ'ーボ'ードから入力を行うと、イベントビュ^ーアに「ソ^ース： i 8042 prt / イべ 
ント ID :19」のエラーが記載されることがあります。しかし、本パソコンを使用するうえで 
問題はありません。 

■ PC 力ード 

PC カードは、パソコン本体の電源を入れる前に七ットしてください。 

ただし 、 Portables Suite の Card Executive ( ••► P .47) をイ ンストール した場合は、 パソコ ン本 
体の電源を入れたあとでも PC 力ードをセットできます。 

PC カードをお使いになる場合は、ドライバのインストールが必要になることがあります。 
ドライバのインストールち法などの詳細は、 PC カードに添付のマニュアルをご覧ください。 


□ CardBus 対応の PC 力ード 


Windows NT 4.0 では、 CardBus 谢芯の PC カードは巧用できません。 

干こだし 、 Portables Suite の Card Executive (- ► P .47) を巧用中は、一部の CardBus 対•応 PC カー 
ドを巧用できます。 

CardExec 山 ive が就芯している PC カードの一覧は、「ドライバーズ CD 」 内の 
「 ¥ Update 坪 suite ¥ Readme . txt 」 に記載されています。 


■ CD - ROM の取り出し 

CD - ROM ドライブの EJECT ボタンを押しても、 CD - ROM が取り出せないことがあります。そ 
の場合は、次の手順で CD - ROM を取り出してください。 

1 「マイコンピュータ」アイコンをダブルクリックします。 

2 CD-ROM ドライブのアイコンをちクリックし、「取り出し」をクリックします。 

■フ□ッピーディスクドライブユニットの着脱 〔 MR 〕〔 MF ] 

フロッピー ディスクドライブ ュニッ トを取り外した状態で フロッピー ディスクドライブにア 
クセスすると、応答に時間がかかる場合があります。 

■ Easy CD Creator をインス I —ルする場合 

Easy CD Creator をインストールする場合、次の手順で Windows ( R ) NetMeeting ( R ) 3.01 をアンイ 
ンストールしてから行なってください。 Windows ( R ) NetMeeting ( R ) 3.01 をアンインストールす 
る前に Easy CD Creator をインストールすると 、 Easy CD Creator が使用できなくなります。 


1 「コント ロール パネル J ウィンドウの「アプリケーシヨンの 追加と削除」 アイ 
コンをダブルクリックします。 

2 「インストールと削除」タブをクリックし、リストから 「NetMeeting 3.01」を 
選択し「追加と削除」をクリックします。 

「NetMeeting 3.01」ダイアロダボックスが表示されます。 


3 「はい」をクリックします。 
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4 「 NetMeeting は正しく削除されました。」と表示されたら 「0 K 」 をクリックし 
ます。 

「アプリケーシヨンの追加と削除のプロパティ」ダイアログボックスに戻ります。 

5 「0 K 」 をクリックします。 

な上で Windows ( R ) NetMeeting ( R ) 3.01 のアンインストールは終了です。続けて Easy CD Creator 
をインストールしてください。 

Windows ( R ) NetMeeting ( R ) 3.01 をお使いになる場合は 、 Easy CD Creator をインストールしたあ 
と、次の手順でインストールしてください。 

1 「リカバリ CD - ROM 」 をセットします。 

2 「スタート」ボタンー「ファイル名を指定して実行」の順にクリックします。 

3 「名前 J に次のように入力し、 「 OK 」 をクリックします。 

[ CD-ROM ドライブ]: ¥ ie 5¥ ie 5 setup . exe 

4 「同意する」を選択し「次へ」をクリックします。 

5 「最小構成インストール、またはブラウザのカスタマイズ」を選択し、「次へ」 
をクリックします。 

6 リスト中の 「 NetMeeting 」 にチェックをつけ、「次へ」をクリックします。 

7 「インストールの完了」と表示されたら「完了」をクリックします。 


Windows ( R ) NetMeeting ( R ) 3.01 をアンインストールせずに 、 Easy CD Creator をインストールし 
てしまった場合、「アプリケーションの追加と削除」から 「 NetMeeting 3.01」 および 「Adaptec 
Easy CD Creator 4 J をアンインストールしたあと 、 Easy CD Creator を再度インストールしてく 
ださい。 


■ FM Advisor の CPU 情報表示 

FMAdvisor の 「 CPU 情報」の表示において、 CPU を. CPU クロックが正しく表示されない場 
合があります。あらかじめご了承ください。 

■ 日本語入カシステムが2つ 1 U 上組み込まれている場合 

MS - IME 97 な外の日本語入カシステムが組み込まれている場合、一度ログオフしてから再度口 
グオンすると、画面に日本語入カシステムのツールバーが2つ表示されることがあります。標 
準に設定されていない日本語入カシステム （【漢字】 キーを押しても、アクティブにならない） 
を操作しなければ問題ありませんが、操作を行った場合、画面上にウィンドウの跡が残ること 
があります。この場合は、 Windows を再起動してください。 

■ Windows Media Player などによる動画および音声再生 

動画ファイルおよび音声ファイルを複数同時に起動すると、正しく再生できない場合がありま 
す。このような場合はファイルを1つだけ起動して、再生することをお勧めします。 


3 その他の留意事項 


■ ワンタッチボタン設定のタブ表記について 

ワンタッチボタンを設定するときに表示されるプロパティと、ワンタッチボタン自体の表記で 
異なるところがあります。次のように読み替えてお{か、ください。 


ボタンの表記 

プロパティでの表記 

ボタン1 

Application A 

ボタン2 

Application B 

ボタン3 

Internet 

ボタン4 

E-mail 


■か付けの CD - ROM ドライブユニット ( FMV - NCD 43 S /403) をお使いにな 
る場合 

外付けの CD - ROM ドライブ ユニット （ FMV - NCD 43 S /403) を Windows NT 上でお使いになる 
場合、 BIOS の設をを変更する必要があります。 

BIOS セットアップメニューで、次の変更を行ってください。 

• 「詳細」 ネこュ '一内 
PCI 設を 

•割り这み番号の予約 
IRQ 15 :予約しない^予約する 

■ OAK V 8 をお使いの場合 

OAKV 8 または、 OASYSV 8 を追加インストールした場合、管理を権限を持ったユーザーアカ 
ウントな外で初めてログオンすると、 「 OAKJ のダイアログボックスが表示されます。この場 
合は OAK を使用するが況に応じて選択し、 「 OK 」 をクリックしてください。 
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使巧許諾契約書 

富±通株式会社（な下弊社といいまず）では、本パソコンにインストール、もしくは添付されているソフトウェア（な下本ソ 
フトウェアといいます）をご使用いただく権利をお客様に巧して許諾するにあたり、下記「ソフトウュアの使用条件」にご同 
意いただくことを使用の条件とさせていただいております。 

なお、おを様が本ソフトウェアのご使用を開始された時点で、本契約にご同意いただいたものといたしますので、本ソフトウェ 
アをご使用いただく前に必ず下記「ソフトウェアの使用条件」をお読みいただきますようお願い申し上げまず。ただし、本ソ 
フトウ: II アのうちの一部ソフトウュアに別途の「使用条件」もしくは「使用許諾契約書」等が、添付されている場合は、本契 
約に優先して適用されますので、ご注意ください。 

ソフトウエアの使用条件 

し 本ソフ トウ ェアの 使用および著作権 

お客様は、本ソフトウェアを、日本国内において本パソコンでのみ使用できます。なお、お客様は本パソコンのご購入に 
より、本ソフトウユアの使用権のみを得るものであり、本ソフトウユアの著作権は引き続き弊社または開発元である第 S 
をに帰属するものとします。 

2. バックアップ 

お客様は、本ソフトウェアにつきまして、1部の予備用（バックアップ）媒体を作成することができます。 

3. 本ソフトウェアの別ソフトウェアへの組み込み 

本ソフトウェアが、別のソフトウェアに組み込んで使用されることを予定した製品である場合には、お客様は マニュアル 
等記載の要領に従って、本ソフトウェアの全部または一部を別のソフトウェアに組み込んで使用することができます。 

4. 複製 

(1) 本ソフトウェアの複製は、上記「2」および「3.」の場合に限定されるものとします。 

本ソフトウェアが組み込まれた別のソフトウェアに ついては、マニュアル 等で弊社が複製を許諾していない限り、予 
備用（バックアップ）媒体な外には複製は行わないでください。 

ただし、本ソフトウェアに複製防止化巧がほどこしてある場合には、複製できません。 

(2) 前号によりおを様が本ソフトウェアを複製する場合、本ソフトウェアに付されている著作権表示を、変更、削除、隠 
蔽等しないでください。 

5. 第 S をへの 譲渡 

お客様が本ソフトウェア（本パソコンに添付されている媒体、マニュアルならびに予備用バックアップ媒体を含みます）を 
第=者へ譲渡する場合には、本ソフトウユアがインストールされたパソコンとともに本ソフトウユアのすべてを譲渡する 
こととします。なお、お客様は、本パソコンに添付されている媒体を本パソコンとは別に第 S をへ譲渡することはできま 
せん。 

6. 改造等 

お客様は、本ソフトウェアを改造したり、あるいは、逆コンパイル、逆アセンブルをともなうリバースエンジニアリング 
を行うことはできません。 

7. 保証の範囲 

(1) 弊社は、本ソフトウェアとマニュアル等との不一致がある場合、本パソコンをご購入いただいた日から90日な巧に 
限り、お申し出をいただければ当該不一致の修正に関して弊社が必要と判断した情報を提供いたします。 

また、本ソフトウェアの記録媒体等に物理的な欠陥（破損等）等がある場合、本パソコンをご購入いただいた日から 
1ヶ月な巧に限り、不良品と良品との交換に応じるものとしまず。 

(2) 弊社は、前号に基づき負担する責任な外の、本ソフトウェアの使用または使用不能から生じるいかなる損害（逸失利 
益、事業の中断、事業情報の喪失その他の金銭的損害を含みますが、これに限られないものとします）に関しても、 
一切責任を負いません。たとえ、弊社がそのような損害の可能性について知らされていた場合も同様とします。 

(3) 本ソフトウェアに第=をが開発したソフトウェアが含まれている場合においても、第兰をが開発したソフトウェアに 
関する保証は、弊社が行う上記 （1) の範囲に限られ、開発元である第=者は本ソフトウ卫アに関する一切の保証を 
巧いません。 

8. ハイ七イフテイ 

本ソフトウェアは、一般事務用、パーソナル用、家庭用などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途で 
の使用を想をして設計•製造されたものではありません。おを様は、当該ハイセイフティ用途に要するを全性を確保する 
措置を施ずことなく、本ソフトウェアを使用しないものとします。ハイセイフティ用途とは、下記の例のような、極めて 
高度な安全性が要ホされ、仮に当該を全せが確保されない場合、直接生命-身体に対する重大な危険性を伴う用途をいい 
ます。 

原子力核制御、航空磯飛巧制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維持、兵器発が制御など 
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マイクロソフト製品サービスパック 

Microsoft® Windows® をご利用のお客様がよりまちしたシステムを運用していく上で、マイクロソフト社はサービスパックを提 
供しております （http://www.microsoft.com/japan/) 。 

お客様は、最新のサービスパックをご利用いただくことにより、その時点でマイクロソフト杜が提供する Microsoft® Windows® 
にて最もまをしたシステムを構築できます。 

したがいまして、当杜としては、最新のサービスパックをご利用いただくことを基本的には推奨いたします。 

ただし、お客様の環境によっては、サービスパック適用により予期せぬ不具合が発生する場合もありますので、ご利用前には 
サービスパックの Readme. 仅 t を必ずご確認ください。 

また、万一、インストールに失敗したことを考慮し、システムのバックアップを取ることを推奨いたします。 
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•本書の内容は、改善のため事前連絡なしに変更することがあります。 
•本書に記載された データの 使用に起因する第 S 者の特許権およびその他 
の権利の侵害については、当社はその責を負いません。 

•無断転載を禁じます。 




